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ま
も
な
く
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
た
な
時
代
へ
引
き
継
が
れ
ま
す

が
、
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

が
必
要
に
な
る
年
で
す
。
総
合
計
画
で
は
、
中
期
基
本
計
画
が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
へ
対
応
す
べ
く

施
策
を
展
開
し
、
市
が
持
つ
機
能
を
し
っ
か
り
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
磨
き
を
か
け
て
い

く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
、
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２
月
22
日
(金)
に
開
会
し
た
平
成
31
年
第
１
回
名
寄
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
加
藤
市

長
が
市
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、
小
野
教
育
長
が
教
育
行
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。(

本
誌
に
は
概
要
を
掲
載
し
ま
す)

市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

市
政
執
行
方
針

　

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
現
在
の
市
民
意
識
や
社
会
状
況
な
ど
の
変
化
を
反
映
す
べ
く｢

名
寄
市
自
治
基
本
条
例｣

を

　

見
直
し
検
討

・
名
寄
市
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
主
要
施
策
の
成
果
指
標

　

の
目
標
値
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

・
町
内
会
へ
の
財
政
的
な
支
援
や
加
入
促
進
に
向
け
た
啓
発
な
ど
を
町
内
会
連
合
会
と
継
続

　

し
て
連
携

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
支
援

・
国
内
外
交
流
を
充
実
さ
せ
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

・
本
市
に
所
在
す
る
自
衛
隊
の
体
制
維
持
・
強
化
の
推
進

　

民
み
ん
な
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
歯
科
疾
患
検
診
事
業
を
開
始
し
、
歯
周
疾
患
な
ど
の
早
期
発
見
を
図
る

・
こ
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
の
充
実

・
市
民
は
も
と
よ
り
圏
域
の
住
民
が
安
心
し
て
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
診
療
体

　

制
の
維
持
確
保
、
経
営
基
盤
の
安
定
に
努
め
る

・
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
や
就
職
支
援
給
付
な
ど
で
の
保
育
士
確
保
を
実
施
し
、
乳
幼
児
の

　

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
努
め
る

・
介
護
職
員
へ
の
助
成
制
度
の
充
実
を
図
り
、
離
職
防
止･

定
着･

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

・
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
「
地
域
生
活

　

支
援
拠
点
」
の
整
備

市
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と
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よ
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く
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取
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き
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の



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１９．４３

　

総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る｢

人
づ
く
り｣｢

暮
ら
し
づ
く
り｣｢

元
気
づ
く
り｣

の

３
つ
の
理
念
を
基
本
と
し
、
前
期
基
本
計
画
か
ら
の
継
続
事
業
を
含
め
、
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
期
基
本
計
画
か
ら
は
、
主

要
施
策
ご
と
に
成
果
指
標
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
魅
力
あ
る
こ
の
地
域
が
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

３
つ
の
理
念
を
基
本
と
し
た
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
る

市政推進の基本的な考え方

　

然
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
く
快
適
で
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

・
ご
み
の
発
生
抑
制
と
減
量
や
資
源
化
を
図
る

・
近
年
災
害
で
の
大
規
模
化
・
多
様
化
に
伴
い
、
消
防
力
の
充
実
と
消
防
組
織
体
制
強
化

・｢

名
寄
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
お
よ
び
名
寄
市
立
地
適
正
化
計
画｣

の
策
定

に
向
け
た
議
論
の
推
進

・
上
水
道
料
金
改
定
に
よ
る
持
続
的
な
事
業
経
営
を
実
現
お
よ
び
丁
寧
な
市
民
周
知

・
損
傷
や
凹
凸
が
著
し
い
道
路
を
改
修
し
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保

・
利
用
し
や
す
く
効
率
的
な
地
域
の
公
共
交
通
確
保

　

域
の
特
性
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
農
地
の
高
度
利
用
化
、
農
産
物
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
、計
画
的
に
農
業
生
産
基
盤
を
整
備

・
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
と
収
益
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に｢

哺
育
・
育
成
セ
ン
タ
ー｣

　

の
整
備
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
協
議
を
進
め
る

・
新
た
な
雇
用
労
働
力
の
確
保
に
向
け
て
、
一
般
の
農
業
未
経
験
者
の
作
業
従
事
や
他
業
種

　

と
の
連
携
を
検
討

・
新
規
就
農
者
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回
指
導
や
、
集
落
支
援
員
に
よ
る
相
談
・
支
援
に
取

　

り
組
む

・
地
域
一
体
と
な
っ
た
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制
の
構
築
を
強
化

・
計
画
的
な
間
伐
や
皆
伐
お
よ
び
再
造
林
の
面
積
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
自
然
環
境
と
市
有

財
産
の
保
全
に
努
め
る

・
中
小
企
業
者
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
基
調
に
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
事
業
者
へ
の
支

　

援
を
継
続

・
関
係
団
体
と
連
携
し
、
賑
わ
い
創
出
施
策
を
推
進

・
ス
キ
ー
場
お
よ
び
温
泉
・
宿
泊
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
施
設
の
計
画
的
な
補
修

や
整
備

　

き
る
力
と
豊
か
な
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

・
優
秀
な
ケ
ア
の
専
門
職
を
養
成
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
で
き
る
よ
う
大

　

学
教
育
の
充
実
を
図
る

・
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
を
進
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る

・
本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る｢

雪｣

や｢

寒
さ｣

と
い
っ
た
自
然
環
境
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
ス

　

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
る
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図
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図
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図
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現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
、
教
育
基
本
法
に
示
さ
れ
た
理
念
の
実
現
と
、
我
が
国
の

教
育
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な
推
進
を
図
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
北
海
道
教
育
推
進
計
画

の
も
と
、｢

自
立｣

と｢

共
生｣

の
２
つ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向

け
て
、｢

ふ
る
さ
と
を
想
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
共
に
生
き

る
力
の
育
成｣

と｢

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
連
携
に
よ
る
、

人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
教
育
環
境
の
形
成
」
の
２
つ
の

重
点
を
示
し
、
具
体
的
な
教
育
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

名
寄
市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
や
道
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
名
寄

市
総
合
計
画(

第
２
次)

中
期
基
本
計
画
の
「
生
き
る
力
と
豊
か
な
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
」
を
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
基
本
目
標
と
し
、

平
成
31
年
度
の
学
校
教
育
推
進
計
画
、
社
会
教
育
推
進
計
画
の
確
実
な
推
進
に

努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
重
点
施
策
の
展
開

　

名
寄
市
学
校
教
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
学
習

指
導
要
領
の
理
念
で
あ
る｢

生
き
る
力｣

を
育
て
る

た
め
に
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
、行
政
が
一
体
と
な

っ
た
教
育
活
動
の
推
進
を
目
指
し
、
次
の
７
つ
の

重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・｢

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度｣

を
育
む

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活
用

・
本
市
の
教
育
資
源
（
北
国
博
物
館
や
天
文
台

　

な
ど
）
の
積
極
的
な
活
用　
　
　
　
　

な
ど

・
規
範
意
識
や
公
正
な
判
断
力
、
自
他
の
生
命

　

を
尊
重
す
る
心
な
ど
、
道
徳
性
を
養
う
教
育

　

の
推
進

・
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
感
性
や
創
造
性
を
高

　

め
る
活
動
の
推
進

・
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
望
ま
し

　

い
生
活
習
慣
の
確
立

・
授
業
の
工
夫
改
善
や
体
力
向
上
の
取
り
組
み

　

の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・
可
能
な
限
り
全
児
童
生
徒
が
共
に
学
ぶ
「
イ

　

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備

・
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア

　

シ
ス
タ
ン
ト
事
業
の
有
効
な
活
用

・
特
別
支
援
教
育
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回

　

教
育
相
談
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

社
会
教
育
の
重
点
施
策
の
展
開

　

名
寄
市
社
会
教
育
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、
次
の
５
つ

の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
て
る
教
育
の
推
進

・｢

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度｣

を
育
む

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活
用

・
本
市
の
教
育
資
源
（
北
国
博
物
館
や
天
文
台

　

な
ど
）
の
積
極
的
な
活
用　
　
　
　
　

な
ど

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

・
規
範
意
識
や
公
正
な
判
断
力
、
自
他
の
生
命

　

を
尊
重
す
る
心
な
ど
、
道
徳
性
を
養
う
教
育

　

の
推
進

・
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
感
性
や
創
造
性
を
高

　

め
る
活
動
の
推
進

・
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
望
ま
し

　

い
生
活
習
慣
の
確
立

・
授
業
の
工
夫
改
善
や
体
力
向
上
の
取
り
組
み

　

の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

特
別
支
援
教
育
の
推
進

・
可
能
な
限
り
全
児
童
生
徒
が
共
に
学
ぶ
「
イ

　

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備

・
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア

　

シ
ス
タ
ン
ト
事
業
の
有
効
な
活
用

・
特
別
支
援
教
育
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回

　

教
育
相
談
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

・
市
民
が
自
主
的
な
学
習
に
取
り
組

　

め
る
環
境
づ
く
り

・
図
書
資
料
な
ど
の
充
実
や
読
書
環

　

境
の
整
備

・
天
文
台
を
活
用
し
た
各
種
交
流
事

　

業
や
研
究
活
動
の
充
実　
　

な
ど

家
庭
教
育
の
推
進

・
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

　

定
着

・
子
育
て
中
の
家
庭
同
士
の
交
流
拡

　

大
・
家
庭
教
育
学
級
の
支
援
や
家
庭
教

　

育
支
援
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
の

　

充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
体
力
向
上
と
競
技
力
向
上
に
資
す

　

る
施
設
の
整
備
お
よ
び
長
寿
命
化

教
育
執
行
方
針

生
き
る
力
と
豊
か
な
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
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教育執行方針

・
外
国
語
に
よ
る｢

聞
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
話

　

す
こ
と
、
書
く
こ
と｣

の
言
語
活
動
の
充
実

・
社
会
見
学
や
職
場
体
験
活
動
等
の
効
果
的
な

　

推
進

・
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
円

　

滑
な
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・
本
市
共
通
モ
デ
ル
の
学
校
経
営
計
画
お
よ
び

　

学
校
経
営
案
の
効
果
的
活
用

・
す
べ
て
の
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

　

ル
と
す
る
取
り
組
み
の
推
進

・
学
校
内
で
の
業
務
改
善
の
意
識
改
革
と
体
制

　

づ
く
り
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・
地
域
ぐ
る
み
の
不
審
者
な
ど
へ
の
取
り
組
み

　

の
推
進

・
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組

　

み
の
推
進

・
安
全
か
つ
安
心
で
安
定
し
た
学
校
給
食
の
提

　

供　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・
資
格
取
得
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
魅
力
あ

　

る
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援

・
進
路
希
望
に
沿
っ
た
学
習
が
で
き
る
環
境
の

　

充
実

・
地
域
の
産
業
を
支
え
る
た
め
の
人
材
育
成　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
力
を
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

・
外
国
語
に
よ
る｢

聞
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
話

　

す
こ
と
、
書
く
こ
と｣

の
言
語
活
動
の
充
実

・
社
会
見
学
や
職
場
体
験
活
動
等
の
効
果
的
な

　

推
進

・
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
円

　

滑
な
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

・
本
市
共
通
モ
デ
ル
の
学
校
経
営
計
画
お
よ
び

　

学
校
経
営
案
の
効
果
的
活
用

・
す
べ
て
の
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

　

ル
と
す
る
取
り
組
み
の
推
進

・
学
校
内
で
の
業
務
改
善
の
意
識
改
革
と
体
制

　

づ
く
り
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

・
地
域
ぐ
る
み
の
不
審
者
な
ど
へ
の
取
り
組
み

　

の
推
進

・
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組

　

み
の
推
進

・
安
全
か
つ
安
心
で
安
定
し
た
学
校
給
食
の
提

　

供　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

高
等
学
校
教
育
の
充
実

・
資
格
取
得
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
魅
力
あ

　

る
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援

・
進
路
希
望
に
沿
っ
た
学
習
が
で
き
る
環
境
の

　

充
実

・
地
域
の
産
業
を
支
え
る
た
め
の
人
材
育
成　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
誘
致
の
推
進

　

と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の

　

拡
大

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
健
康
で
活
力

　

あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
各
種

　

事
業
へ
の
取
り
組
み　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

な
ど

青
少
年
の
健
全
育
成

・
自
然
の
中
で
学
び
合
う
野
外
体
験

　

学
習
事
業
の
実
施

・
友
好
交
流
都
市
と
の
小
学
生
交
流

　

事
業
の
実
施

・
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
青
少

　

年
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止
や
安

　

全
確
保　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

地
域
文
化
の
継
承
と
創
造

・
文
化
芸
術
の
継
承
、
地
域
文
化
の

　

創
造
と
振
興
お
よ
び
助
成
事
業
の

　

推
進

・
市
民
参
加
型
の
文
化
芸
術
事
業
の

　

実
施

・
地
域
に
根
差
し
た
視
点
に
立
っ
た
、

　

歴
史
や
自
然
、
文
化
に
関
す
る
普

　

及
啓
発　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど



広報なよろ平成３１年４月号 ６

平成31年度の予算と主な事業

予算
国民健康保険【保険事業】

国民健康保険【直診】

介護保険【保険事業】

介護保険【サービス事業･名寄】

介護保険【サービス事業･風連】

下水道事業

個別排水処理施設整備事業

食肉センター事業

後期高齢者医療

市立大学

一 　 般 　 会 　 計

会  計  名 予 算 額

206億8,217万8,000円

29億6,977万6,000円 

  2億578万6,000円

26億4,014万5,000円

3億3,628万3,000円

5,937万1,000円

11億5,037万8,000円      

9,415万9,000円     

5,684万円 

  3億9,670万9,000円

20億2,192万4,000円 

99億3,137万1,000円

306億1,354万9,000円 

 117億8,973万1,000円

13億2,831万4,000円

437億3,159万4,000円

小　　　計

一般会計＋特別会計

企業

会計

病院事業会計

水道事業会計

総　　　計

特　

  

別　

  

会  　

計

各会計予算総括表

土木費や教育費など市民サービスを行う

｢行政運営の基本となる会計｣のことをい

います。

市の財政は
３つの会計に分かれています

特定の事業やサービスを提供するために

利用者からの保険料や使用料などを財源

として「事業を運営するために使い道が

決まっている会計」のことをいいます。

自ら事業を行い、その事業で得た財源で

運営する､｢民間企業と同じように経理を

する会計」のことをいいます。

一般会計

特別会計

企業会計

市　税

29億5,237万
6,000円

14.3％

88億6,000万円

42.8％

地方交付税
国庫支出金

22億2,806万
　　5,000円

10.8％

11億9,686万
2,000円
5.8％

道支出金

市　債

15億9,500万円
7.7％

その他

25億8,145万
4,000円

12.5％

諸収入

12億6,842万
1,000円

6.1％

一般会計
歳入

市の財源不足に
対して国から交
付されるお金

市が長期間
借り入れる
お金

平成31年度の各会計予算は、「総合計画」や「総合戦略」の具現化、事

業の選択と集中の徹底、健全な財政運営の維持といった基本的な考え方

に基づき予算編成をいたしました。

各会計予算の概要と平成31年度に行う主な事業についてお知らせします｡

予算の詳しい内容は市ホームページから見ることができます
名寄市ホームページトップページ

http://www.city.nayoro.lg.jp/

◆予算についての問い合わせ　財政課財政係(名寄庁舎３階)　01654③2111(内線3331･3332)

暮らしの

情報

市制行政

情報
財政状況 予算

平成31年度

予算

※市民税を市民一人あたり

　に換算すると 5万1,494円

軽自動車税
　7,371万8,000円
　2.5％

市たばこ税
　2億2,506万9,000円
　7.6％

都市計画税
　1億6,577万6,000円
　5.6％

固定資産税 

　10億6,957万5,000円

　36.2％

市民税

　14億1,823万8,000円

　48.0％

市税の内訳
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議会費

1億4,384万円
0.7％

総務費

4.0％
8億2,184万5,000円

民生費

48億5,604万
7,000円
23.5％

衛生費

29億6,001万
8,000円

14.3％

労働費
3,389万5,000円

0.2％農林業費

7億7,067万円
3.7％

商工費
9億6,734万2,000円

4.7％

土木費

20億9,401万
7,000円

10.1％消防費

6億7,064万
5,000円
3.2％

教育費

30億5,639万
9,000円
14.8％

公債費

23億9,382万
6,000円
11.5％

職員費

18億9,862万
9,000円

9.2％

その他

1,500万5,000円
0.1％

一般会計
歳出

【目的別】

一般会計予算総額

206億8,217万8,000円

平成30年度予算額
　213億4,272万3,000円

　※6億6,054万5,000円の減（3.1％減）

市民一人あたりの歳出額（目的別歳出から）
一般会計歳出予算を市民一人あたりに換算すると、75万932円 ｡(平成31年２月末現在の住民基本台

帳人口２万7,542人による）目的別にすると次のようになります。

公債費とは、市の借入金

返済のために使われるお

金で、一般会計歳出予算

全体の11.5％を占めてい

ます｡

公債費 8万6,915円 農林業費 2万7,982円 教育費 11万972円 民生費 17万6,314円

商工費 3万5,122円 土木費 7万6,030円 衛生費 10万7,473円

平成31年度の予算と主な事業

人件費

27億4,941万
4,000円
13.3％

扶助費

26億7,435万円

12.9％

23億9,382万
6,000円

11.6％

公債費

普通建設事業費

20億3,303万
3,000円
9.8％

物件費

25億962万
4,000円
12.1％

補助費等

31億1,127万
8,000円
15.1％

その他

18億455万4,000円
8.7％

繰出金
34億609万
9,000円
16.5％ 一般会計

歳出
【性質別】
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Ⅱ 市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり

主な事業
平成31年度の主な事業を、名寄市総合計画(第２次)中期

基本計画で示されたまちづくりの基本目標ごとに分類し

てお知らせします。

Ⅰ 市民と行政との協働によるまちづくり

交流事業（周年記念事業）

姉妹都市提携50周年となるリンゼ

イ、交流自治体協定締結30周年と

なる杉並区と、各種記念事業を実

施し、さらなる交流の推進を図り

ます。

【拡充事業】 598万4,000円

子ども家庭総合支援拠点事業

すべての子どもの権利を擁護するために、新たに有資格者を

配置し、子どもとその家庭および妊産婦等の相談体制の強化

を図ります。

これまで配置していた「家庭児童相談員」に加えて「こども

家庭支援員」を配置し、子育て全般の相

談、支援を実施するほか、児童虐待の相

談など､関係機関と連携した､子どもや家

庭への支援を行います。

【新規事業】 1,573万5,000円

医療介護連携情報共有ICT事業

ＩＣＴ(情報通信技術)を活用し、

医療と介護の情報を関係機関が共

有することにより、迅速で的確な

医療・介護サービスを提供するこ

とができるシステムを構築します｡

【拡充事業】 233万5,000円

介護人材就労定着支援事業

市内介護保険事業所において、不足している介護人材の確保

のため、各種研修費用の一部と就職支度金を助成します。

①介護職員初任者研修受講費用の助成

②介護福祉士実務者研修受講費用の助成

③就職支度金の助成

④介護職員向け研修会委託事業

お試し移住住宅

移住促進・支援事業

【拡充事業】 616万8,000円 【新規事業】 463万円

名寄市の魅力を発信するとともに､

移住体験環境を整備し、移住を推

進します。また、首都圏からの移

住者に対して、移住・起業・就業

に係る交付金を支給します。

特に中心的な事業

をピックアップし

て紹介します！

【新規事業】 23万7,000円

歯科疾患検診事業

壮年期からの生活習慣病の重症化予防を図

るため、歯科疾患検診を実施します。

むし歯や歯周病などの早期発見および予防

を図ることを目的に､40歳(昭和54年4月2日

～昭和55年4月1日生まれ)の市民を対象とし

て、市内歯科医院において問診や歯周組織

検査などの歯科疾患検診を実施し、その費

用を１人１回全額助成します。

重点

重点
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Ⅲ  自然と調和した環境にやさしく快適で安全なまちづくり

Ⅳ 地域の特性を活かしたにぎわいと活力あるまちづくり

Ⅴ 生きる力と豊かな文化を育むまちづくり

水防災意識社会再構築
ビジョン推進事業

水防活動の強化や避難訓練の実施お

よび必要な資機材や備蓄食料の計画

的な購入を図ります。

【継続事業】 6億6,152万円

道路新設改良事業

快適で安全安心なまちづくりを目指

し、市民ニーズの高い道路・橋梁の

整備を行います｡

・南３丁目通道路　１億3,900万円

・橋梁長寿命化事業　9,500万円

・西１条通道路　9,000万円 　など

平成31年度の予算と主な事業

【新規事業】 97万2,000円

中学校生徒対外行事参加奨励金

部活動における、中体連大会等の参加

に係る交通費の一部を助成します。

生徒数の減少に伴い、部活動の種目に

よっては、地区ごとに中体連大会を実

施することが困難となり、大会が広域

で開催されているため、保護者の負担

軽減を目的に、バス代等の交通費の一

部を助成します。

【新規事業】5,449万8,000円

給食センター厨房機器等更新事業

老朽化が進んでいる厨房設備・ボイラ

ーを更新し、安全でおいしい給食の提

供に努めます。

・貫流蒸気ボイラー更新　1,300万円

・蒸気回転釜更新　1,458万円

・フードスライサー更新　200万円

・食缶洗浄機更新　2,491万8,000円　

【継続事業】 3,921万円

冬季スポーツ拠点化事業

名寄の自然環境・競技施設・人材とい

った地域資源を組み合わせ、スポーツ

を通じた「人を育て・人が集まる」ま

ちづくりを行います。

新たにさまざまな分野の団体・企業お

よび行政など、それぞれの知見・ノウ

ハウを生かし事業を推進する「なよろ

スポーツコミッション(仮称)」を設立

します。
【新規事業】 285万5,000円

大学入試センター試験実施事業

上川・宗谷・留萌地域の試験場不足の解消､地方受験生の

不利益改善のため､名寄市立大学に大学入試センター試験

会場を設置します。

　　　　　　　　　・試験会場設置に係わる経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   146万2,000円

　　　　　　　　　・試験実施に係わる諸経費

　　　　　　　　　　　                 139万3,000円

　　

【継続事業】 1,076万7,000円

マンホールカード制作

下水道への理解・関心を深めるとと

もに、名寄市の知名度向上を図るた

め、マンホールカードを発行し、市

内施設にて配布します。
※マンホールカードとは、下水道の普及
　活動を目的としたカード型の下水道広
　報用パンフレットで、実在するデザイ
　ンマンホール蓋をカード化したもの。

【新規事業】16万円

【拡充事業】 3,000万円

ずっと住まいる応援事業補助金

市民や移住されてくる方が安心して永く住み

続けられるように、住宅改修に係る費用の一

部を助成します。

 [拡充部分]

　・移住者は5万円を加算

　・空き家を改修する場合は5万円を加算

　・雪対策に係る外構工事を対象経費に含める

【継続事業】 5,400万円

なよろ温泉サンピラー等改修実施設計委託

市民、スポーツ合宿者等、利用者のニ

ーズに対応した機能向上のため､老朽化

による温浴施設の長寿命化、スキー、

合宿利用者等の機能向上に向けた施設

改修を進めるにあたり、実施設計を行

います。

重点

重点

重点
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風連下多寄小学校のあゆみ
明治35年３月　医師今川実の長男良策が自宅の一室に子どもを集
　　　　　　　めて教育を始める
明治37年４月　校舎改築（現在地に移転）
明治37年11月　上川郡下多寄簡易教習所として認可
明治38年　　　下多寄尋常小学校と改称
昭和４年11月　下多寄尋常小学校校舎改築
昭和16年４月　下多寄国民学校と改称
昭和22年４月　下多寄小学校と改称
昭和34年11月　下多寄小学校新築落成
昭和39年４月　校歌制定
昭和46年９月　開校70周年記念式典
昭和48年12月　特別教室理科室音楽室の新築
昭和49年11月　体育館完成
昭和52年８月　職員室内部改造放送室増築
昭和56年９月　開校８０周年記念式典、校舎前全面舗装工事完了
平成５年２月　下多寄小学校新校舎完成、同校コミュニティスク
　　　　　　　ール開設
平成５年10月　グラウンド完成・バックネット設置
平成７年４月　西風連小学校が廃校され、下多寄小学校に統合
平成13年６月　開校100周年記念式典
平成18年３月　名寄市と合併。名寄市立風連下多寄小学校となる
平成23年７月　開校110周年記念式典・祝賀会
平成31年２月２日　風連下多寄小学校閉校記念式典

　

風
連
下
多
寄
小
学
校
閉
校
式
は
２

月
２
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
児
童
や

保
護
者
、
卒
業
生
、
関
係
者
な
ど
約

２
７
０
人
が
参
加
し
、
１
１
７
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
加
藤
市
長
が
「
母
校
の
閉

校
は
何
事
に
も
代
え
が
た
い
寂
し
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が

培
っ
た
伝
統
は
い
つ
ま
で
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
、井
川
校
長
は｢

本
校

は
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
学
校
で

す
。
小
さ
な
学
校
で
、
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
て
育
っ
た
児
童
の
皆

さ
ん
に
は
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
」
と
惜
別
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。
お
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
６
人
の

在
校
生
が
「
通
っ
て
い
た
学
校
が
な

く
な
る
の
は
寂
し
い
で
す
。
ど
ん
な

時
も
地
域
の
方
や
卒
業
生
が
見
守
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
風
連
下
多
寄
小
学

校
は
わ
た
し
た
ち
の
心
の
中
に
い
つ

ま
で
も
あ
り
続
け
ま
す
。
こ
の
校
舎

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
風
連
中

央
小
学
校
で
も
成
長
し
続
け
ま
す
」

と
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
、

｢

大
切
な
も
の｣
を
合
唱
。
そ
の
後
小

野
教
育
長
へ
校
旗
を
返
還
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
の
あ
と
に
は
惜
別
の
会
が

開
か
れ
、
在
校
生
へ
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
ほ
か
、
在
校
生
に
よ
る
器
楽

演
奏
や
思
い
出
の
映
像
が
投
影
さ
れ
、

約
２
１
０
人
の
出
席
者
は
思
い
出
を

振
り
返
り
な
が
ら
母
校
と
の
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特集

閉校

１

石谷 邦明　撮影

２･３_心を込めて校歌を歌う ４_惜別の会で贈られた記念品と一緒に
５_卒業生たちも母校との別れを惜しんだ

４ ２

３５

石谷 邦明　撮影

石谷 邦明　撮影

石谷 邦明　撮影

１_小野教育長へ校旗返還

か 

と 

う

い 

か 

わ

お

の
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　私の気持ちは悲しいです。風連

下多寄小学校の校舎で勉強ができ

なくなることと５人と会えなくな

ってしまうことが悲しいです。し

かし、風連下多寄小学校で学んだ

ことを忘れずに生きていきたいで

す。

　風連中央小学校では、風連下多

寄小学校で経験したことを基に、

友達に頼り過ぎないことや学習で

は算数をがんばりたいと思います｡

　私は､とても複雑な気持ちです｡

悲しみ、緊張、楽しみなどたくさ

んの気持ちが入り混じっています｡

その中でも、悲しみが一番大きか

ったです。１年生からずっと学ん

できたので、別れるのはやはり悲

しいです。しかし、この場でずっ

とめそめそしているわけにはいき

ません。

　これから、風連下多寄小学校に

いる時間を大切にして、風連中央

小学校に行っても、勉強をがんば

りたいです。

　閉校式の子供たちは、寂しさの

中にも凛々しさと、その振る舞い

は頼もしくもあり、潤んだ瞳は未

来に期待を抱ける溌剌さに溢れて

いた。

　子供たちに何の責もなく、閉校

を余儀なくしてしまう我々大人こ

そ、子供たちの未来のために今日

から、今からを力強く歩まなくて

はならない。

　これから通う中央小学校に、子

供たちの歓声がよく響くよう切に

願う。

　小さな学校には、小さな学校にしかない良さがある。児童は、市内でどんな行事があっても、

常に学校の代表だ。場慣れのような経験を全員の子がする。自ずと、人の前で発表する機会も増

える。学校行事では「全員が主役」を越え、「全員が複数の役割」を担う。統合後、大きな人数

の中でうまくいかない時間があるかもしれないが、小さな学校で育んだ「本番に強い力」が、学

年が進めば発揮されることだろう。頑張れ下小っ子。

　｢閉校」の２文字を聞いたとき、僕は正直何を言っているのか理解できませんでした。母校がなく

なることはまだ先の話だと思っていました。

　僕の下多寄小学校での思い出は、沢山あります。下多寄小学校では他の学校ではできないような、

特徴的な学校行事が数多くありました。例えば収穫祭です。学校の田んぼに苗を植えて育てたもち米

をついて食べる日であり、子供たちの日頃の学習の成果を地域の方々に見てもらえるいい機会です。

　このように下多寄小学校は地域の人との関わりを保ちつつ、子供たちが成長できる素晴らしい学校

でした。そんな僕たちの学校が閉校するのは、とても寂しく思いますが、これからも地域のつながり

を大事にしていきたいです。

　ありがとう風連下多寄小学校

ありがとう風連下多寄小学校 ＭＥＳＳＡＧＥ

ＰＴＡ会長

今村 芳彦さん

児童代表

新田 莉央さん

児童代表

今村 恕那さん

卒業生代表　石谷 陽杜さん

平成 30 年度風連下多寄小学校　井川 健校長

６

７８９

いまむら　　　　よ し ひ こ に　っ　た　　　 　り　 　お いまむら　　　 　は　る　な

いしたに　　　 　は　る　と

い　か　わ　　　たけし

はつらつ

６_「最後だよ 胸に刻もう 運動会」をテーマに行われた運動会には卒業生や地域の方も参加し笑顔にあふれた ７_「６人で力を合わせて 演じよう」をテーマに開
催された学芸会では、閉校を題材にした劇「小学校がなくなる！」のほか、一輪車や器楽などを披露した　８_ 学校田で約 30 キロのもち米 ( はくちょうもち ) を
収穫　９_閉校記念事業として行われたウィンターフェスティバルではスノーモービル体験などを楽しんだ

石谷 邦明　撮影



読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
き
っ
か

け
は

ー
私
が
本
の
好
き
な
家
庭
で
育
っ

た
の
で
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
す

ぐ
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
始
め

ま
し
た
。
名
寄
本
読
み
聞
か
せ
会

に
入
っ
た
の
は
36
歳
の
時
で
、
息

子
が
小
学
校
を
卒
業
し
、
少
し
自

分
の
時
間
が
持
て
る
と
思
っ
た
の

で
入
会
し
、
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
活
動
で
嬉
し
か

っ
た
こ
と
や
や
り
が
い
を
感
じ

る
と
き
は

ー
幼
稚
園
や
小
学
校
に
読
み
聞
か

せ
に
行
く
と
、｢

あ
！
読
み
聞
か
せ

の
お
ば
さ
ん
だ
！
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
や
り
が

い
は
、
選
ん
だ
本
に
聞
き
手
の
人

が
共
感
し
て
く
れ
て
、
絵
本
を
通

じ
て
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
た
と
き
に
「
こ
の
本
を
読

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
活
動
で
難
し
い

と
感
じ
る
と
き
は

ー
絵
本
の
出
版
点
数
が
近
年
と
て

も
多
く
、
ど
の
本
を
読
む
か
選
ぶ

の
が
と
て
も
難
し
い
で
す
。
読
み

手
と
聞
き
手
の
求
め
る
も
の
に
差

が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
合
わ
せ

る
の
か
迷
い
ま
す
。

す
ぐ
に
で
き
る
、
読
み
聞
か
せ

の
コ
ツ
は

ー
ま
ず
自
分
の
好
き
な
本
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
２
、
３
回

読
む
練
習
を
す
る
と
、
自
分
が
そ

の
本
の
ど
の
部
分
が
好
き
で
、
伝

え
た
い
部
分
が
ど
こ
な
の
か
分
か

り
ま
す
。
伝
え
た
い
部
分
を
自
分

の
も
の
に
す
る
と
意
外
と
上
手
に

読
め
ま
す
。
技
術
や
声
は
あ
ま
り

関
係
な
く
、
伝
え
た
い
部
分
を
自

分
で
理
解
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

に
は
伝
わ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
親
に
伝
え
た
い

こ
と
は

ー
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
で
本

が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
好

き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
一
生
懸
命

読
ん
で
欲
し
い
で
す
。
本
に
限
ら

ず
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に
集
中
で
き

た
り
、
自
分
の
世
界
を
持
つ
こ
と

は
す
ご
く
い
い
こ
と
で
す
。
親
に

は
、
子
ど
も
が
好
き
な
本
を
図
書

館
で
何
度
も
借
り
よ
う
と
す
る
の

を
妨
げ
な
い
で
、
読
む
よ
う
に
仕

向
け
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
絵

本
は
漢
字
の
勉
強
の
た
め
に
使
う

の
で
は
な
く
、
想
像
力
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
読
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
本
は
心
の
栄
養
の
ひ
と

つ
で
す
。
そ
の
栄
養
は
な
く
て
も

子
ど
も
は
育
ち
ま
す
が
、
本
が
あ

る
と
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

ー
現
在
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
教
室
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
老

人
ク
ラ
ブ
で
、
０
歳
か
ら
１
０
０

歳
に
向
け
て
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
が
、
中
学
校
や
高
校
は
機

会
が
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
充
実

さ
せ
た
い
で
す
。
本
は
目
が
見
え

な
く
な
っ
て
も
点
字
で
読
め
ま
す

し
、
手
足
が
不
自
由
に
な
っ
て
も

一
生
楽
し
め
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
一
生
楽
し
む
た
め
に
は

想
像
力
を
身
に
付
け
て
い
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
や

は
り
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
本
に
触

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
と
、
中
高
生
に
児
童
文
学
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。

以
前
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
読

書
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
ま
し

た
が
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
、
図
書

館
の
職
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

対
象
者
を
限
定
し
な
い
ビ
ブ
リ
オ

ト
ー
ク
形
式
の
読
書
会
を
提
案
さ

れ
、
現
在
土
曜
読
書
会
が
月
１
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
中

高
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
児
童

文
学
か
ら
、
世
界
に
希
望
が
あ
る

こ
と
を
学
び
、
他
人
を
排
除
す
る

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
独
り
で

も
豊
か
に
生
き
て
い
け
る
力
を
付

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

きらめくまちビト…名寄市内で活躍する市民などの紹介を通して、地域の魅力を発信します。

名寄本読み聞かせ会に所属し、幼児・児童への読み聞

かせについて積極的に活動している田村悦子さん。毎

月第２土曜日に市立名寄図書館で開催している「土曜

読書会」を始めるきっかけにもなった田村さんに、読

み聞かせのコツなどについてインタビューしました。

昭和22年１月北見市生まれ。読書のほ

かにガーデニングやクラシック音楽を

聴くのが趣味｡好きな本は『ビラヴド』

(トニ・モリスン著)、『虔十公園林』

(宮沢賢治著)。働く世代へは写真集や

詩集など短い時間で読める本がおスス

メ。

Profile
田村　悦子 (たむら えつこ)

みやざわ　　　け　ん　じ

けんじゅうこうえんりん

×

広報なよろ平成３１年４月号広報なよろ平成３１年４月号 １２

絵本は一生楽しめるもの。想像力豊かに､自分の世界を持って楽しんで。
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４/７(日 )

北海道知事選挙
および

北海道議会議員選挙
の投票日

４/21(日 )

名寄市議会議員
選挙の投票日

統一地方選挙に
　行きましょう

　

選
挙
公
報
に
は
、
候
補
者
の
政
見
・

経
歴
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
配
布
予
定

　

知
事
・
道
議…

４
月
１
日
(月)
以
降

　

名
寄
市
議…

４
月
16
日
(火)
以
降

　

開
票
は
、
各
投
票
日
当
日
の
21
時
か

ら
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　

開
票
速
報
は
同
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
で
随
時
発
表

し
ま
す
。

｢

選
挙
公
報｣

を
発
行
し
ま
す

開
票
日
時
・
場
所

投
票
方
法

投
票
所
一
覧

北海道知事・議会議員選挙

 ３月22日(金)～４月６日(土)

 ８:30～20:00
 ※道議選の期日前投票は３月30日(土)
 　から始まるため、３月30日以降に投
 　票しに来てもらうと、知事と道議の
 　両方が投票でき、一度で済みます。

 ４月１日(月)～４月６日(土)

 ８:30～19:00

 ４月３日(水)～４月５日(金)

 ８:30～17:00

名寄市議会議員選挙

 ４月15日(月)

　　～４月20日(土)

 ８:30～20:00 
 

 ４月15日(月)
　　～４月20日(土)
 ８:30～19:00

 ４月17日(水)
　　～４月19日(金)   
 ８:30～17:00

会場

市役所
名寄庁舎
(1階ロビー)

市役所
風連庁舎

(1階第1会議室)

市役所
智恵文支所

(老人室)

投票時間
Ａ … ７:００～２０:００

Ｂ … ７:００～１９:００

Ｃ … ７:００～１８:００

※４月７日の知事・道議、21日の名寄市議両選挙

　とも投票所は同じです。

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

第15投票区

施設名

名寄小学校体育館

名寄カトリック幼稚園

名寄南小学校体育館

光名幼稚園

名寄東小学校

名寄西小学校体育館

名寄市民文化センター音楽スタジオ２

名寄東中学校格技室

名寄日進研修センター

砺波会館

瑞穂研修センター

弥生会館

西部地区集落センター

名寄中学校技術室

徳田区福祉会館

時間

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

第27投票区

第28投票区

第29投票区

施設名

東部地区集落センター

内淵会館

共和会館

高見区町内会福祉会館

智恵文多目的研修センター

八幡会館

ふうれん地域交流センター

西町コミュニティセンター

農村環境改善センター

旭コミュニティセンター

風連日進コミュニティセンター

東風連子供と老人福祉館

瑞生コミュニティセンター

西風連コミュニティセンター

時間

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

◆
北
海
道
知
事
選
挙
・
北
海
道
議
会
議

　

員
選
挙(

４
月
７
日)

次
の
順
に
行
い
ま
す
。

①
北
海
道
知
事
選
挙
の
投
票

 

（
白
色
の
投
票
用
紙
）

②
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

 

（
浅
黄
色
の
投
票
用
紙
）

◆
名
寄
市
議
会
議
員
選
挙(

４
月
21
日)

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
の
み
を
書

き
投
票
し
ま
す
。

◆
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合

　

は
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問い合わせ
名寄市選挙管理委員会事務局
　01654③2111
　(内線3198)
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２
　19

名寄ピヤシリ大学の卒業・修了式が市民文化セン

ターで行われました。卒業生を代表して平野優さ

んは「たくさんの人との出会いや感動があり貴重

な４年間だった」とあいさつしました。

５
人
が
卒
業
、
７
人
が
大
学
院
修
了

名寄ピヤシリ大学
卒業式・大学院修了式

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る｢

フ
ォ
ト
で
お
知
ら
せ｣

。
広
報
版
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
　21

智恵文多目的研修センターで行われ、地域住民な

どおよそ80人が参加。ポリ袋を利用して作る食事

の実演や段ボールベットの体験など、災害時での

対応を学び防災意識を高めました。 

今
年
度
は
防
災
を
メ
イ
ン
と
し
た
内
容
で
開
催

ちえぶん健康まつり

２
　24

ふうれんスキー場で行われ、幼児から一般まで約

40人が参加しました。子どもたちは１人２本を元

気いっぱいに滑走し、ゴール間際に大きな声援と

温かい拍手で迎えられていました。

終
わ
っ
た
後
は
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
・
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た

ふうれんスキー場まつり
２
　26

名寄法務総合庁舎落成式典が同庁舎(西４南９)で

行われ、関係者が新庁舎の完成を祝いました。新

庁舎は周辺の住宅と調和したデザインとなってい

て、２階が拘置所収容エリアとなります。

安
全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献

名寄法務総合庁舎が完成

３
　２

名寄市民スキーの日として、ピヤシリスキー場の

リフトが無料開放されたほか、スキー・スノーボ

ードの講習会や豚汁の配布なども無料で行われ、

多くの市民でにぎわいました。

多
く
の
市
民
が
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
を
満
喫

名寄市民スキーの日
３
　４

地元で昔から食されていたものを｢なよろ煮込みジ

ンギスカン｣と名付けて差別化し、再定義したこと

に独創性があることや、大学生も活動に参加する

など地元に根差した活動が評価されました。

第
７
４
６
な
よ
ろ
煮
込
み
ジ
ン
ギ
ス
艦
隊
が
受
賞

わが村は美しく-北海道運動
で奨励賞を受賞

ひ ら の    まさる



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
も
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク(

３
月
18
日
現
在
、
２
５
６
１
い
い
ね
！)

で
も
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 2019

今年度も本市で開催した「ＪＯＣジ

ュニアオリンピックカップ2019」は

エントリー参加実人員数で５９４人

もの選手が参加。５日間をかけて、

小・中・高校生の児童生徒がクロス

カントリー、スペシャルジャンプ、

コンバインドの競技を行い、今まで

練習してきた成果を存分に発揮して

いました。天候にも恵まれ、観客や

保護者、コーチなどの選手に対する

声援は、会場やコースのいたるとこ

ろで響き渡っていました。名寄出身

者も13人（高校５人、中学４人、小

学４人）も参加し、力の限りを尽く

していました。

熱
い
冬
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
白
熱
の
５
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

名寄ネットコミュニケー
ション活用研究会が発足

名寄警察署２階会議室で同研究会発足式が行われ

ました。会長である楢山秀明さんは「市民団体と

してさらに一歩踏み込んだことができる事がある｣

とこれからの活動に意欲を見せていました。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
情
報
発
信
を
研
究
し
ま
す

３
　５

名寄市ごみ分別マスコット
キャラクターデザイン表彰式

市役所名寄庁舎１階ロビーで行われ、応募総数91

点の中から最優秀賞１点、優秀賞５点が決定しま

した。受賞されたキャラクターは、イラストとし

て今後の発行物に利用していきます。

市
の
廃
棄
物
減
量
等
に
関
す
る
事
業
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す

３
　６

名寄市立大学
卒業証書・学位記授与式

名寄市立大学の卒業証書・学位記授与式が同大学

体育館で行わました。各学科代表に卒業証書・学

位記が手渡され、卒業生は慣れ親しんだ学び舎や

友人たちとの別れを惜しんでいました。

１
４
７
人
の
卒
業
生
が
新
た
な
道
を
歩
み
ま
す

３
　15

東保育所修了式

東保育所修了式が同保育所で行われました。修了

児一人ひとりに保育証書と記念品が手渡され、修

了児たちは先生や保護者、所児のみんなからあた

たかく祝福されていました。

今
年
度
は
10
人
の
所
児
が
卒
所
し
ま
し
た

３
　８

ならやま　ひであき

３
14 18~
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水道事業の経営状況と料金改定の必要性について第４回

　平成31年４月から水道料金を改定することとなりました。
　これまでの連載でお知らせしたとおり、市水道事業では、人口減少などによる料金収入の減
少や水道施設の老朽化に伴う更新費用の増加など、将来にわたりさまざまな課題を抱えていま
す。
　連載の最終回となる今月は、水道事業の経営状況と料金改定の必要性についてお知らせしま
す。

上下水道室業務課 名寄庁舎　　01654③2111 ( 内線 3361 ～ 3363 )
風連庁舎　　01655③2511 ( 内線 2207 ～ 2208 )

　平成31年４月から水道料金を改定することとなりました。
　これまでの連載でお知らせしたとおり、市水道事業では、人口減少などによる料金収入の減
少や水道施設の老朽化に伴う更新費用の増加など、将来にわたりさまざまな課題を抱えていま
す。
　連載の最終回となる今月は、水道事業の経営状況と料金改定の必要性についてお知らせしま
す。

水道事業の経営状況と料金改定の必要性について

■水道事業の経営状況（改定を行わない場合の収支見通し）■水道事業の経営状況（改定を行わない場合の収支見通し）

・水道施設の老朽化による修繕費や減価償却費、動力費の増加により平成29年度以降は収益的支出が上回り、

　平成32年度には累積欠損金を計上することになります。平成34年度からは自衛隊への給水を予定しており、

　収益的収入が増加しますが、平成38年度に再び収益的支出が上回ると予想しています。

・平成29年度以降の純損失の影響で、現金預金残高は平成38年度にマイナスとなる見込みです。

・水道施設の老朽化による修繕費や減価償却費、動力費の増加により平成29年度以降は収益的支出が上回り、

　平成32年度には累積欠損金を計上することになります。平成34年度からは自衛隊への給水を予定しており、

　収益的収入が増加しますが、平成38年度に再び収益的支出が上回ると予想しています。

・平成29年度以降の純損失の影響で、現金預金残高は平成38年度にマイナスとなる見込みです。
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収益的収入 収益的支出 (ﾌﾟﾗｽ)利益剰余金・(ﾏｲﾅｽ)累積欠損金 現金預金残高

（単位：千円）

■料金改定の必要性■料金改定の必要性

　◎人口減少や節水機器の普及による使用水量の減少により、

料金の増収は見込めない

◎施設更新の時代を迎え、安全安心な水道サービスを提供するには、

一定規模（年平均４億円）の更新費用は必要

「負担を次世代に先送り」せず、安全な施設設備を有し、

財政的に安定した「持続可能な水道事業」を継続するために

料金改定は必要
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■料金改定に係る方針■料金改定に係る方針

　経営状況を踏まえ、次の方針に基づき料金改定を行いました。　経営状況を踏まえ、次の方針に基づき料金改定を行いました。

　投資・費用に関する方針

　①｢経営戦略｣期間(平成38年度まで)は、｢建設改良費４億円｣･｢企業債3億円｣を上限とした事業を計画する

　②第２期拡張事業(自衛隊配水等)、老朽管更新事業、浄水場電気設備更新を着実に実施する

　財源に関する方針

　①耐用年数に合わせ、企業債償還期間の延長を行う(例：水道管更新事業であれば耐用年数が40年なので、

　　今まで起債償還期間を30年としていたが40年に変更する)

　②起債償還方法を変更する（元利均等から元金均等へ変更し、総返済額を減少させる）

　③資金剰余額(地方財政法施行令第15条第１項により算定した資金の不足額)および資金残高(現金・預金)

　　は、平成29年度決算を下回らない額を目標とする

　投資・費用に関する方針

　①｢経営戦略｣期間(平成38年度まで)は、｢建設改良費４億円｣･｢企業債3億円｣を上限とした事業を計画する

　②第２期拡張事業(自衛隊配水等)、老朽管更新事業、浄水場電気設備更新を着実に実施する

　財源に関する方針

　①耐用年数に合わせ、企業債償還期間の延長を行う(例：水道管更新事業であれば耐用年数が40年なので、

　　今まで起債償還期間を30年としていたが40年に変更する)

　②起債償還方法を変更する（元利均等から元金均等へ変更し、総返済額を減少させる）

　③資金剰余額(地方財政法施行令第15条第１項により算定した資金の不足額)および資金残高(現金・預金)

　　は、平成29年度決算を下回らない額を目標とする

■水道事業の経営状況（料金改定後の収支見通し）■水道事業の経営状況（料金改定後の収支見通し）
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（単位：千円）

・料金改定により平成31年度から収入が増加し、利益を計上します。

・利益計上の影響により、現金預金残高は財源方針である平成29年度決算に近い金額を保有できることを見込

　んでいます。

・料金改定により平成31年度から収入が増加し、利益を計上します。

・利益計上の影響により、現金預金残高は財源方針である平成29年度決算に近い金額を保有できることを見込

　んでいます。

■今後に向けて■今後に向けて

・市民の日常生活に欠かせない水道水を将来にわたって安全安心に供給するためにも、災害に備えて耐震化や

　職員体制など、必要な維持管理費・施設更新費を確保します。

・経費の削減や状況に応じ優先度を見極めながら事業の見直しを図るなど、市民生活への影響を最優先に考え

　て事業を進めます。

・｢名寄市水道事業経営戦略｣に基づき、５年間と定めた料金算定期間を目途に経営状況などを踏まえ、受益者

　負担の見直しを検討します。

・市民の日常生活に欠かせない水道水を将来にわたって安全安心に供給するためにも、災害に備えて耐震化や

　職員体制など、必要な維持管理費・施設更新費を確保します。

・経費の削減や状況に応じ優先度を見極めながら事業の見直しを図るなど、市民生活への影響を最優先に考え

　て事業を進めます。

・｢名寄市水道事業経営戦略｣に基づき、５年間と定めた料金算定期間を目途に経営状況などを踏まえ、受益者

　負担の見直しを検討します。

詳しい内容は、市ホームページの「水道料

金改定のお知らせ」を見てね。

HPhttp://www.city.nayoro.lg.jp/section

/suidou/prkeql000001s0xe.html

詳しい内容は、市ホームページの「水道料金

改定のお知らせ」を見てね。

HPhttp://www.city.nayoro.lg.jp/section/s

uidou/prkeql000001s0xe.html

　将来にわたって安全安心に水を供給するためにも
　　　　　　　　　　　 水道料金の改定にご理解をお願いします

新料金での請求の時期については、 ４月検針時に配付する

「水道料金改定のお知らせ」 チラシでご確認ください
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「名寄市自治基本条例」は本市のまちづくりを進めるための基本ルールとして、平成22年４月に施行されまし
た。この条例では、「まちづくりの基本理念や原則」のほか､「市民の権利と責務｣｢議会、市の役割と責務｣な
どが記されています。この基本ルールのもと、市民、議会、市が協働しながら「市民が主体のまちづくり」を
進めていきましょう。

問い合わせ　企画課企画調整係（名寄庁舎３階）　01654③2111（内線3311）

連　     載
Ｎｏ.１

まちづくりを進めるうえで、

最も大切にしなければならな

いこととして、５つの基本原

則を定めています。

本来の地方自治の理念にかなった市民主
体のまちづくりを実現することをめざし
ます。(目的)

自治基本条例がめざすもの

市民参加
まちづくりについて意見

を出すことや、まちづく

りに加わること。

情報共有
お互いの情報を交換して､

みんなが同じ情報を知っ

ているようにすること。

連携・協力
みんなが同じ目的のため

に、協力しながらまちづ

くりをすすめること。
コミュニティ

自治
町内会など身近なまちづ

くり組織を通じ地域の

活動を行うこと。

自主自立の
市政運営

名寄市が国などにまかせ

ず自らまちづくりをす

ること。

　

名
寄
市
自
治
基
本
条
例
第
35
条
で

は
、
条
例
の
施
行
か
ら
５
年
以
内
ご

と
に
市
民
の
意
識
や
社
会
状
況
の
変

化
な
ど
を
考
慮
し
た
検
討
な
ど
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
行
後
10
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
に

お
い
て
、
次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

◆
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

の
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
ま

す
。

　

ま
た
、
各
公
共
施
設
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
様
式
を

配
置
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間

　

４
月
中
旬
～
５
月
10
日
(金)

◆
検
討
委
員
会
の
設
置

　

公
募
や
市
の
地
域
特
性
に
つ
い
て

識
見
を
有
す
る
市
民
15
人
で
構
成
す

る
「
名
寄
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
市
民
の
意
識
や

社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、

見
直
し
検
討
を
行
い
ま
す
。

条
例
内
容
の
見
直
し
検
討

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ＮＡＹＯＲＯ ＣＩＴＹ
市民が主体のまちづくり

～名寄市自治基本条例～

まちづくりの

基本原則
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■
一
般
事
務
職　

…
…
…
…

　

５
人
程
度

■
と　

き　

５
月
19
日
(日)　

午
前
９
時

■
と
こ
ろ　

名
寄
市
立
大
学(

西
４
北
８)

※

本
会
場
の
ほ
か
、
全
国
に
点
在
す
る
Ｓ

　

Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
験
す
る
こ

　

と
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制
大

学
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
32
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
方(

大
学
院
含
む)

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
検
査

※

平
成
32
年
採
用
試
験
か
ら
、
従
来
の
教

　

養
試
験
に
代
わ
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
社
の

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

論
文
試
験
、
面
接

※

試
験
日
に
つ
い
て
は
、
一
次
試
験
合
格

　

者
に
通
知
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
サ
イ
ト｢

リ
ク
ナ

ビ
２
０
２
０｣

か
ら｢

名
寄
市
役
所｣

を
検
索

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

URLhttps://job.riku
nabi.com/2020

※

平
成
32
年
度
採
用
試
験
か
ら
、
応
募
は

　

す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し

　

込
み
と
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
(月)
～
５
月
10
日
(金)

①
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

②
受
験
票

※

試
験
会
場
を｢

名
寄
市
立
大
学｣

と
し
て

　

い
る
方
は
、
受
付
後
郵
送
し
ま
す
。
そ

　

の
ほ
か
の
方
は
、
受
験
申
込
時
で
性
格

　

検
査
受
験
後
に
印
刷
可
能
と
な
る
受
験

　

票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
職
員
係

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　

 

（
内
線
３
３
２
４
・
３
３
２
６
）
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平
成
32
年
度 　

名
寄
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

試
験
日
・
１
次
試
験
会
場

受
験
資
格

職
種
と
募
集
人
数

市
役
所
職
員

問
い
合
わ
せ

応
募
方
法

応
募
受
付
期
間(

全
職
種)

２
次
試
験
内
容

１
次
試
験
内
容

受
験
時
の
持
ち
物

■
一
般
事
務
職(

市
立
病
院
採
用)

若
干
名

■
と　

き　

５
月
19
日
(日)　

午
前
９
時

■
と
こ
ろ　

名
寄
市
立
大
学(

西
４
北
８)

※

本
会
場
の
ほ
か
、
全
国
に
点
在
す
る
Ｓ

　

Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
験
す
る
こ

　

と
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制
大

学
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
32
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
方(

大
学
院
含
む)

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
検
査

※

平
成
32
年
採
用
試
験
か
ら
、
従
来
の
教

　

養
試
験
に
代
わ
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
社
の

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

論
文
試
験
、
面
接

※

試
験
日
に
つ
い
て
は
、
一
次
試
験
合
格

　

者
に
通
知
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
サ
イ
ト｢

リ
ク
ナ

ビ
２
０
２
０｣

か
ら｢

名
寄
市
役
所｣

を
検
索

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

URLhttps://job.rikunabi.com/2020

※

平
成
32
年
度
採
用
試
験
か
ら
、
応
募
は

　

す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し

　

込
み
と
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
(月)
～
５
月
10
日
(金)

①
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

②
受
験
票

※

試
験
会
場
を｢

名
寄
市
立
大
学｣

と
し
て

　

い
る
方
は
、
受
付
後
郵
送
し
ま
す
。
そ

　

の
ほ
か
の
方
は
、
受
験
申
込
時
で
性
格

　

検
査
受
験
後
に
印
刷
可
能
と
な
る
受
験

　

票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
職
員
係

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　

 

（
内
線
３
３
２
４
・
３
３
２
６
）
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試
験
日
・
１
次
試
験
会
場

受
験
資
格

職
種
と
募
集
人
数

名
寄
市
立
総
合
病
院
職
員

問
い
合
わ
せ

応
募
方
法

応
募
受
付
期
間(

全
職
種)

２
次
試
験
内
容

１
次
試
験
内
容

受
験
時
の
持
ち
物
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４月
11日(木) ７カ月児健診・BCG

12日(金) 親子ふれあいひろば

15日(月) 股関節脱臼検診

　　　　 発育相談

16日(火) ４カ月児健診

18日(木) のびのび親子教室

22日(月) 赤ちゃん計測日

23日(火) １歳６カ月児健診

25日(木) ３歳児健診

26日(金) 親子ふれあいひろば

※詳しくは母子保健カレンダーを
　ご覧ください。

保健センター（西２北５）
　　　01654②1486
　FAX 01654②7267
　開館　８時45分～17時30分
　休館　土･日･祝日･年末年始

ふうれん健康センター
　　　　　　(風連町本町76)
　　　01655③2373
　開館　９時～12時(月曜のみ)

    …救急医療情報案内……
      フリーダイヤル

0120(20)8699

４月７日　吉田病院
　　　　　　01654③3381
　　14日　名寄東病院
　　　　　　01654③2188
　　21日　市立総合病院
　　　　　　01654③3101
　　28日　あべクリニック
　　　　　　01654⑨7011
 29､30日　市立総合病院
　　　　　　01654③3101
５月１日～６日　市立総合病院
　　　　　　01654③3101

　　　　

■平成31年３月１日以降に生まれたお子さんがいる方

■平成31年２月28日以前に生まれたお子さんがいる方

　2019年度の｢名寄市母子保健カレンダー｣が完成
しました。
　カレンダーは次のとおり配布します。

生後０～４カ月までの「こんにちは赤ちゃん訪問」のと
きに訪問スタッフが渡します。

次の公共施設などで配布します。

●…名寄地区　●…風連地区

●保健センター(西２北５)

●市役所名寄庁舎(大通南１)

 〈こども未来課､市民課〉

●智恵文支所（智恵文11線）

●市立図書館名寄本館（大通南２）

●市民文化センター（西13南４）

●児童センター（西11北２）

●地域子育て支援センターひまわりら

　んど（西２南９）

●総合福祉センター・こども発達支援

　センター｢こどもらんど｣(西１南12）

●駅前交流プラザ｢よろーな｣(東１南７)

●道立サンピラーパーク（日進147）

●市立総合病院（西７南８）　　　

●名寄東病院（東６南５）

●名寄三愛病院（西１北５）　

●吉田病院（西３南６）

●南保育所（西６南９）

●西保育所（西６北４）

●東保育所(東５南３)

●つぼみ保育所(西６南８)

●名寄大谷認定こども園(西５南２) 

●認定こども園名寄幼稚園(東１南２）

●名寄カトリック幼稚園(西３南４)

●光名幼稚園（西２南10）

●どろんこ保育園(西７南４)

●ここほっと（西4南8 西條名寄店1階)

●ふうれん健康センター(風連町本町76)

　※健康相談日に来所ください。

●市役所風連庁舎(風連町西町196)

●市立図書館風連分室

　(風連町西町201 風連中央小学校内)

●風連国民健康保険診療所(風連町本町76)

●認定こども園風連幼稚園

　風連地域子育て支援センターこぐま

　(風連町西町284)

　市では、お母さんとおなかの赤ちゃんの健康を守ること

を目的に、母子健康手帳の交付時に妊産婦健康診査受診票

(妊婦健診14回分・産婦健診２回分)を交付し、健診費用の

一部助成を行っています｡妊娠に気づいたら早めに受診し､

定期的に医療機関または助産所を受診しましょう。

※他市町村で母子健康手帳交付を受け転入されてきた方や道外へ里帰りされる方は､
　保健センターまで問い合わせください。

妊産婦健康診査の
費用を助成しています

Ａ３判で色は

水色です！

妊産婦健康診査の
費用を助成しています
妊産婦健康診査の
費用を助成しています

母子保健カレンダーを
配布します

母子保健カレンダーを
配布します

母子保健カレンダーを
配布します

赤ちゃんとの触れ合いを通し、育児や生活の情報など、お茶を飲みなが
ら気軽にお話しませんか？

◆と　き　４月16日(火)14：00～15：30

◆ところ　市立大学　５号館　小児・母性看護実習室

◆内　容　タッチケア(マッサージ)､茶話会､育児相談 など　

◆対　象　２～12カ月までのお子さんと保護者、妊娠中の方

◆持ち物　バスタオル、ベビーオイルやローション(使用している方）

◆講　師　日本タッチケア協会認定指導者

　　　　　市立大学 保健福祉学部 看護学科　

　　　　　教授　笹木葉子／准教授　加藤千恵子／助教　渡邊友香

◆申し込み・問い合わせ
　市立大学 笹木研究室　01654②4194(内線5303)　touchcare@nayoro.ac.jp

件名を｢タッチケア｣で送信

さ さ き　　 よ う こ か　と　う　 ち　　 え　　こ わたなべ　　  ゆ    か



　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
30
歳
以
上
の

方
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
費
用
の
３
分
の
２
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

※

助
成
を
受
け
る

　

に
は
要
件
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

 

受
診
・
助
成
申
請
方
法

◆
名
寄
市
立
総
合
病
院
で
受
診

①
市
立
総
合
病
院
に
受
診
の
予
約
を
し
、

　

受
診
日
を
決
め
る
。

②
市
役
所
窓
口
に
印
鑑
、
保
険
証
を
持

　

参
し
、
受
診
票
の
交
付
を
受
け
る
。

③
市
立
総
合
病
院
で
受
診
す
る
。

※

支
払
額
は
助
成
後
の
金
額
で
す
。

④
市
役
所
窓
口
に
検
査
結
果
票
を
持
参

　

す
る
。

◆
旭
川
厚
生
病
院
で
受
診

　

人
間
ド
ッ
ク
料
金
の
う
ち
特
定
健
診

　

分
の
自
動
助
成
が
あ
り
ま
す
。

①
市
役
所
窓
口
に
連
絡
を
す
る
。

②
旭
川
厚
生
病
院
に
受
診
の
予
約
を
し
、

　

受
診
す
る
。

③
市
役
所
窓
口
に
印
鑑
、保
険
証
、
口
座

　

番
号
が
わ
か
る
も
の
、
領
収
書
を
持

　

参
す
る
。

◆
他
の
医
療
機
関
で
受
診

①
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

②
市
役
所
窓
口
に
印
鑑
、保
険
証
、
口
座

　

番
号
が
わ
か
る
も
の
、領
収
書
、問
診

　

票
の
写
し
、
検
査
結
果
票
を
持
参
す

　

る
。

 

検
査
結
果
票
の
提
出

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と
し
て
扱
い
、

受
診
結
果
に
よ
り
保
健
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。
検
査
結
果
票
の
提
出
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

助
成
回
数

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
で
１

回
限
り
助
成
し
ま
す
。

※

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う｢

特
定
健
診｣

　

と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

◆
市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

　

(

名
寄
庁
舎
１
階
）

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

　
　

(

内
線
３
１
１
５
）

◆
地
域
住
民
課
市
民
係

　

(

風
連
庁
舎
１
階
）

　
　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１

　
　

(

内
線
２
１
１
９
）

　

市
立
総
合
病
院
で
は
、｢

日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク｣

と｢

脳
ド
ッ
ク｣

の
予
約
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
ッ
ク
の
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
は
後
日
郵

送
し
ま
す
。

◆
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
を
申
し
込
む
方
へ

　

問
診
票
な
ど
を
郵
送
す
る
と
き
に
詳
し

　

く
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
立
総
合
病
院
医
事
課
医
事
係 　
　

　
　

０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

　
　

(

内
線
1
3
1
7)

3万7,880円（※1万2,680円）

　　オプション項目　　　　　　 　価　格

１　子宮がん検診            

２　卵巣検診 

３　腫瘍マーカー等オプション 

４　脳のオプション

 　5,850円

 　1,720円

各1,940円

 2万520円 （※6,920円）

 （※1,950円）

日帰り人間ドック（火・木曜日）

　毎日の生活習慣や食習慣により自覚症状がないまま進行
している生活習慣病をチェックします。
　生活習慣病は早期発見と早期治療が大切です｡
　あなた自身やあなたのご家族のために年に１度は人間ド
ックを受けましょう。

3万950円（※1万350円）

　　オプション項目　　　　　　　 価　格

１　腫瘍マーカー等オプション 

２　動脈硬化オプション

３　骨粗しょう症オプション

 　各1,940円

1万1,880円

5,570円

脳ドック（火・木曜日）

　脳卒中など脳の病気は重い後遺症を残す病気です。しか

し、脳卒中は検診や適切な投薬治療により未然に防ぐこと

ができる病気です。

　脳ドックであなたの大切な脳のチェックをお勧めします。

脳外科医が担当します。

国保加入の方には

助成があります

下表※印の金額で受けること

ができます。事前に国保から

受診票の交付を

受けてください。

平
成
31
年
度

市
立
総
合
病
院

各
種
ド
ッ
ク
の

ご
案
内

※10月１日からは､消費税率引き上げのため金額が変更になります。

※10月１日からは､消費税率引き上げのため金額が変更になります。

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
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名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

　
　
　
　
　
　

～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

　
　
　
　
　
　

～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

　
　
　
　
　
　

～
知
へ
の
誘
い
～

春
は｢

健
康
づ
く
り
の
運
動｣

を
は
じ
め
て
み
る
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
　
　

～
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
か
が
？
～

　
　
　

保
健
福
祉
学
部　

栄
養
学
科　
　

講
師　

笠
井　

寛
和

vol.76

大学図書館へようこそ！

　新年度を迎え、大学ではたくさんの新入生が新たな生活

をスタートさせました。社会保育学科も全学年が揃い、完

成年度となりました。図書館では、大学生活スタートアッ

プ応援として展示を行っています。また、平成の終わりも

近づきましたので、関連した展示を企画していく予定です。

【４月の開館について】

・日曜日と４月29日(月)、30日(火)は休館です。

・４月６日(土)までは17時で閉館しますが、８日(月)から

　21時に閉館となります。

大学図書館にはこんな本があります

　～〈「知」への誘い〉からもう１歩～

◆問い合わせ

　　　名寄市立大学図書館 　01654⑧7671(直通)

ノルディックウォーキングに関する図書を紹介します。

『驚異のノルディックウォーキング』　松谷之義/著　ぎょうせい

→目的別に安全で効果的な手法を紹介しています。

『ポールで歩こう　シニアのためのノルディックウォーキング』

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田隆明/編　北海道新聞社

→高齢期の方、運動から遠ざかっていた方におすすめです。

『街歩きポールウォーキング』

　　　　　　　　　　　　　 安藤邦彦、杉浦伸郎/著 主婦の友社

→からだのゆがみ･筋バランスチェックつき。解説がとてもわかり

　やすいです。

　

市
に
お
け
る
肥
満
者
の
割
合

は
、20
～
60
歳
代
男
性
で
36･

５

％
と
全
国
の
平
均
よ
り
５
％
ほ

ど
高
く
、
ま
た
40
～
60
歳
代
女

性
で
21･

７
％
と
全
国
の
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
北
海
道
で
は
、
冬
期

間
の
寒
冷･

積
雪･

凍
結
路
面
な

ど
で
運
動
量
が
低
下
す
る
こ
と

に
よ
り
肥
満
に
な
っ
て
し
ま
う

も
の
と
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
毎
年
11
月
に
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る｢

な
よ
ろ

健
康
ま
つ
り｣

に
お
い
て
、
体
組

成
測
定
・
健
康
ミ
ニ
講
話
と
と

ひ

ろ

か

ず

か

さ

い

も
に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
は
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
、
か
ら
だ
全
体
を
使
い

な
が
ら
歩
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
発
祥
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

北
欧
で
は
通
勤
や
通
学
な
ど
日

常
生
活
の
一
部
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
図
の

と
お
り
で
す
。
た
だ
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
歩
い
て
い

る
だ
け
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
正

式
な
や
り
方
で
は

ポ
ー
ル
に
重
心
を

か
け
て
、
地
面
を

強
く
押
し
出
し
て

歩
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
上
半
身
を

使
う
歩
行
方
法
と

な
っ
て
、
普
通
に

歩
く
よ
り
も
腰
・

ひ
ざ
・
足
首
へ
の

負
担
は
少
な
く
す
み
ま
す
。
ま

た
両
手
両
足
を
使
っ
て
、
い
わ

ゆ
る｢

四
つ
足｣

で
歩
く
よ
う
に

な
り
、
歩
行
の
安
定
性
が
増
し
、

転
倒
の
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　

｢

な
よ
ろ
健
康
ま
つ
り｣

で
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
た
皆
さ
ま
の
主
な
お
話

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
ポ
ー
ル
で
地
面
を
押
し
出
す

　
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

・
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
進

　
む
た
め
、
足
へ
の
負
担
が
少

　
な
い
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
指
導
し
た

学
生
の
話
も
紹
介
し
ま
す
。

・
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
効
果
が
あ

　
る
運
動
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。

・
２
本
の
ポ
ー
ル
を
持
つ
た
め
、

　
氷
の
上
で
転
倒
す
る
リ
ス
ク

　
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
友
人
と
も
気
軽
に
で
き
る
し
、

　
一
人
で
も
で
き
る
た
め
毎
日

　
続
け
や
す
い
。

　

あ
る
研
究
で
は
、
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
た

効
果
と
し
て｢

筋
力
や
活
動
性
、

歩
行
や
外
出
に
対
す
る
自
己
効

力
感
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
骨

密
度
の
改
善
、
左
右
握
力
の
増

強
、
歩
幅
の
増
大
が
み
ら
れ
、

健
康
寿
命
延
伸
の
一
助
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。

　

例
年
４
月
以
降
に
、こ
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各
地
で
開
か

れ
て
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

まつたに

ノルディックウォーキングをする学生

なよろ健康まつりで行った
ノルディックウォーキング体験

ゆきよし

たかあきふじた

あんどうくにひこ すぎうらしんろう
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学校教育について

　例年実施されている全国学力・学習状況調査の平均正答率は、各学校によって高い・低いの差があります。

学校によって平均正答率の差が生じている原因については、複数の要因が絡んでいることもあり、一概に言

うことはできませんが、結果については、学校だよりなどを通じて保護者の方や地域の皆さまにお知らせし

ているところです。また、全国学力・学習状況調査や北海道教育委員会のチャレンジテストを分析して、学

校全体として課題を把握するとともに、子どもたち一人ひとりの得意・不得意や定着の度合いにあわせた個

別指導にも取り組んでいます。

　本市では、子どもたちへの指導について学校ごとの差が生じないよう、教員の指導力を向上させる研究会

や研修を行っています。授業中の話の聞き方や発表の仕方などの「学習のきまり」は、どの学校も同じ内容

に揃え、市内で統一して取り組んでいます。さらに、名寄市立大学から学生を支援員として各校に派遣して

もらい、授業や放課後の学習会などで子どもたちへの個別支援を行ったり、保護者や地域の方々にボランテ

ィアで学習支援をお願いするなど、学力向上のための支援を行っています。

　こうした取り組みにより、市全体の全国学力・学習状況調査の平均正答率は、全国を上回る傾向にありま

す。今後も、市内すべての学校が一体となった教育と、子どもたちの学習を支援する取り組みをさらに進め

てまいります。

　次に市内小中学校施設は、児童生徒にとって一日の大半を過ごす場であるため、学習に集中することがで

き、豊かな学校生活を送ることができる安全で安心な環境が必要です。市はこれまで、名寄南小学校や風連

中央小学校の改築、名寄東小学校の大規模改修など計画的に施設整備を進めてきましたが、智恵文小学校、

名寄中学校、名寄東中学校の３校が、いまだ旧耐震構造であり老朽化も激しいことから、早急な整備が必要

となっております。

　今後の学校施設整備につきましては、平成30年５月に策定した「(新)名寄市立小中学校施設整備計画」を

基本に、地域への十分な情報提供を行うとともに、学校・保護者、地域住民、学校の利用者などと協議をし

ながら、学校施設整備に係る計画づくりを進めてまいります。

総合計画(中期)策定に向け、平成30年３月

に18歳以上の市民から無作為に抽選された

2,000人にアンケート調査を行い、630人の

方から回答をいただきました。その際いた

だいた意見や質問、提言などについて、毎

月テーマごとに、市としての方針や考え方

などをお知らせします。

｢小中学校の教育は重要だと思うので、ここに力を入れてもらいたい｣

｢市内でも学力に格差がおきていることに疑問を感じている。名寄市内の小学校が一丸となっ

 て同じ教育方針を共有し『名寄っ子』という考えを共有することが大切だと思う」

｢魅力ある学びの環境が整備されているという計画が掲げられているのであれば、雨漏りする

 ような古い校舎は早めに整備していただきたいです｣ 　など

◆学校教育に関する問い合わせ

　学校教育課学校教育係

　　01654③2111(内線3375･3379)
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種目
ハーフ／10キロ
５キロ／２キロ
　　　　※男女・年齢別
親子ペア(２キロ)
幼児(746メートル)

問い合わせ
なよろ憲法記念
ハーフマラソン事務局
(市民文化センター内

 スポーツ・合宿推進課)

　  01654-2-2218

FAX 01654-2-2356

H P http://www.nayoro-run.
jp/roadrace/

なよろ憲法記念
ハーフマラソン
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第67回 ※この大会はスポーツ振興くじの
　助成を受けて開催しています。

パブリック
コメント

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、｢

名
寄
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例｣

に
基
づ
き
、

次
の
素
案
を
公
表
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
意
見
を
募
集

　
　

智
恵
文
支
所)

　

②
図
書
館(

名
寄
本
館
・
風
連
分
室
）

　

③
北
国
博
物
館

　

④
市
立
大
学
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　

⑤
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

⑥
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

⑦
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ｢

よ
ろ
ー
な｣

　

⑧
名
寄
駅

 

意
見
の
提
出

◆
提
出
方
法

　

指
定
場
所
に
備
え
付
け
の
「
意
見
提
出

　

用
紙｣

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
持
参

　

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ

　

ー
ル
で
提
出
。

※
｢

意
見
提
出
用
紙｣

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
提
出
期
限

　

４
月
23
日
(火)

◆
提
出
先　

◇
持
参
・
郵
送

　

〒
０
９
６‐

８
６
８
６

　

名
寄
市
大
通
南
１
丁
目
１
番
地

　

名
寄
市
役
所
名
寄
庁
舎 

　

企
画
課
企
画
調
整
係

◇
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

FAX
０
１
６
５
４
②
５
６
４
４

◇
電
子
メ
ー
ル

　
　

ny-public@city.nayoro.lg.jp

 

名
寄
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
素
案
）

◆
計
画
案
の
概
要
な
ど

　

名
寄
市
が
抱
え
る
地
域
公
共
交
通
の
課

題
に
効
率
的
・
効
果
的
に
対
処
し
て
い
く

た
め
、
地
理
的
状
況
や
人
口
分
布
、
公
共

交
通
の
現
状
を
調
査
し
、
本
市
の
各
種
計

画
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え
た
公
共
交
通
の

指
針
と
な
る
名
寄
市
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
担　

当

　

総
務
部
企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

  　

(

内
線
３
３
１
３)

 

公
表
の
方
法

◆
名
寄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

URL http://www.city.nayoro.lg.jp/

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
お
役
立
ち
→
パ
ブ
リ

　

ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◆
指
定
場
所
で
の
閲
覧　
　

　

①
市
役
所(

名
寄
庁
舎
、
風
連
庁
舎
、　

天塩川河川敷特設コース

スタート
ハーフ　　10：00
10キロ　　10：10
５キロ　　10：15
２キロ　　10：20
親子ペア　10：20
幼児　　　９：45

浅江島
公園

市民文化

センター

市民文化
センター
第3駐車場

旧豊西
小学校
グラウンド

曙橋

市民文化

センター
旧豊西
小学校
旧豊西
小学校

※交通規制区間の近隣にお住まいの方には臨時駐車場
　(市民文化センター第３駐車場内)を用意します。
※交通規制区間の近隣にお住まいの方には臨時駐車場
　(市民文化センター第３駐車場内)を用意します。

交通規制
9:30～13:00 ／ 9:30～10:40

コース 選手たちを

応援しよう！
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今月の講師
上川北部聴覚障害者協会名寄支部(※) 藤森　洋子さん　　　※名寄近郊に住む聴覚障がい者の会です｡

ふ じ も り　　　 　よ　う　こ

平成27年３月に｢名寄市みんなを結ぶ手話条例｣が施行

されました。このコーナーでは、市民の皆さまに、手

話を親しんでいただくために、毎月１つずつ、手話を

紹介します。

◆問い合わせ　社会福祉課(名寄庁舎２階)

　　　　　　　　　　　　　01654③2111(内線3225)

その37「花見」

１ ２

丸みをつけて合わせた両手を手首をつけたまま左右に開
きます｡(「花」という手話で、つぼみが開くようすを示
します）

誕生もち助成事業

市では１歳を迎えるお子さまに､日本一の名寄産もち米を使った｢誕生もち｣を贈呈しています。

｢誕生もち｣とは

お子さまの満１歳の誕生日を祝う行事に使うもちで､１升ほどのもちを風呂敷など

にくるんで赤ちゃんに背負わせて歩かせたりします。

｢もちのように粘り強い体と心を授かる｣｢一生食べ物に不自由しない｣｢すくすくと

成長する｣などさまざまな願いが込められています。

健やかな成長を願って健やかな成長を願って

問い合わせ　こども未来課子育て支援係(名寄庁舎２階)　  01654③2111(内線3245)

健やかな成長を願って

佐藤 陽菜子ちゃん

平成29年11月生まれ

さ と う ひ　な　こ

赤羽 湊くん

平成30年１月生まれ

あ か ば

保護者からの

メッセージ

１歳のお誕生日おめ

でとう！これからも

元気にすくすくと、

優しい子に育ってね。

みなと

保護者からの

メッセージ

唯愛、1 歳のお誕生日おめ
でとう ! たくさん泣いて、
たくさん笑って、大変だ
ったけど素敵な 1 年でし
た ! 出来ることも増えて
きて日々成長を感じてい
ます。
これからもたくさん食べ
て、たくさん遊んで、た
くさん寝て、元気に健康
に育っていってね !

１歳のお誕生日おめ
でとう！毎日、笑っ
たり、泣いたり、色
々な表情を見せてく
れてとっても嬉しい
です。
これからも元気いっ
ぱい育ってね。
ひなこ大好き～♡

3 ４

右手の人差し指と親指で輪を作り、目元から前に出しま
す｡(「見る」という手話です）
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■問い合わせ　
　なよろっぽい家づくりの会事務局
　(ＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会内)
　　01654⑨6711

家具の地震対策

　最近の地震被害は、建物の倒壊による被害もさるこ

とながら家具などの器物倒壊による人身事故の割合が

多くなっています。人身事故のほとんどは室内で発生

し、ストーブやコンロに上がっているやかんや鍋の熱

湯による火傷、火気使用中に起きる火災、転倒した家

具、食器棚、冷蔵庫、テレビ等の家電などの下敷きに

よる骨折や打撲、さらに、散乱した食器やガラスの破

片による切り傷などが多発しています。

　特に、家具の転倒や収納物の散乱については、家具

を作り付けにしたり、家具の固定方法や配置、購入す

る際に家具の形状を考慮することにより、かなりの被

害を軽減できるので十分に対策を講じてください。

◆地震動と家具の転倒

　家具は丈が高く、奥行きが短いものほど転倒しやす

くなります。家具の重心が上方にあったり家具を重ね

ているとさらに転倒・落下しやすい状態になります。

◆家具の転倒防止の留意点

・たんすや食器棚などの収納部を作り付けにする

・家具は三方向あるいは二方向が壁になる位置に置く

・家具は丈が低く安定性の良いものにするか、天井の

　高さいっぱいにして家具上部の隙間をなくす

・家具の配置を設計施工段階からあらかじめ決め、転

　倒防止の金具を取り付けるための下地を設けておく

・家具の扉は開き戸より引き違い戸の方がよい（開き

　戸は地震のとき、扉が開いて収納物が散乱し、けが

　の原因になる）

・ガラス部分の少ない家具がよい

・家具を積み重ねるのは避ける

◆家具の固定方法

　家具を壁・天井などに固定する場合、その支持力が

柱や間柱などにしっかりと伝わるよう、固定箇所の内

装材や下地材の状況に応じて補強な

ど工夫をしてください｡その際には、

既製の建築金具などを利用するのも

よいでしょう。

問い合わせ・申し込み先
名寄市食のモデル地域実行協議会
(農務課農政係・風連庁舎１階)
　01655③2511(内線2312)
ホームページ
http://nayoro-mochigome.com/

48  

名寄市はもち米生産日本一のまちです。もち米を市民の皆さまの誇りとし、子どもたちが自

慢できるふるさとづくりを進めるために｢もっと！もち米プロジェクト｣を実施しています。 名寄もっともち米

名寄もち米サポーター養成塾の参加者を募集します

もち米サポーター養成塾とは？
皆さんに名寄のもち米のファンになっ

てもらうために毎年開催している､農業

体験をメインとした塾です｡もち米を生

産している農家さんのお宅で実際の農

作業を体験していただきます｡全て受講

した方は「名寄もち米サポーター｣に認

定されます。サポーターは

決まった活動は一切なく｢名

寄のもち米ってすごいんだ

よ！」と家族や友達に広め

るなど、あくまで自主的で

自由な活動でＯＫです。

気軽にご参加ください♪

１回目 ４月20日(土)
９:00～11:00

５月25日(土)
８:30～11:00

９月28日(土)
13:00～16:00

12月７日(土)
10:00～12:00

座学、たねまき見学、施設見学(もち米貯蔵庫)

なよろもち大使のもちつき講座(ついたもちは
持ち帰り)、サポーター認定書交付

田植え体験(田植機乗車)

収穫体験(コンバインに乗って稲刈り)・施設
見学(もち米出荷施設)

２回目

３回目

４回目

※１～３回目は集合後、バスに乗り農業体験へ向かいます。
※２・３回目は悪天候の場合、翌日が予備日です。

日程・内容

応募要項

対象

小学校４年生
以上の方

参加料

大人1,000円
高校生以下500円

定員

15人
※定員を超えた場合は抽選

申し込み

４月８日(月)までに
電話で申し込みください｡

VOL.22
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◆電池交換できない火災警報器もあります。

　①の回答として、火災警報器の中には電池交換できないものもあります。警報器には電  

　池切れやセンサーなどの故障を確認できる機能があります。取扱説明書の動作確認や定

　期点検の項目に従って点検してください。

◆定期的に点検・手入れを行いましょう。

　見た目は異常が無くても、内部のセンサーや部品は消耗・劣化していきます。本体の寿

　命は10年とするものが多くみられます。寿命を迎えたものは本体を交換しましょう。

◆警報器の取り付けや点検の際には、転落・転倒などのけがに注意しましょう。

◆困ったときは、名寄消防署(　③3319)か消費生活センターに相談してください。

事例

アドバ

イス

①10年前に設置義務化されたときに購入した火災警報器の電池が切れ

　た。電池だけの交換は不可能という。                  　　　　　（70代男性)

②築10年の住宅に設置された火災警報器からの警告音が止まらない。

　対処法は。                                          　　　　　（70代女性)

困ったときは消

費生活センター

に相談ください｡

日本は何位？～世界経済フォーラム
「ジェンダー・ギャップ指数 2018」より

問い合わせ　企画課男女共同参画担当(名寄庁舎３階)　01654③2111(内線3309)　  ny-mwkyodo@city.nayoro.lg.jp

ザ　　　　 　グローバル　　　      ジェンダー        ギャップ        レポート

住宅用火災警報器の点検を！
～その警報器､10年以上経っていませんか？～

住宅用火災警報器の点検を！
～その警報器､10年以上経っていませんか？～

住宅用火災警報器の点検を！
～その警報器､10年以上経っていませんか？～

１位 アイスランド

２位 ノルウェー

３位 スウェーデン

４位 フィンランド

５位 ニカラグア

110 位 日本

上位国および日本の順位

…

　世界経済フォーラムが2018年12

月に｢The Global Gender Gap Report

2018」を公表し、その中で、各国

における男女格差の度合いを示す

｢ジェンダー・ギャップ指数｣を発

表しました｡この指数は､経済、教

育、健康、政治の４つの分野のデ

ータから作成されています。

　さて、この指数における世界ラ

ンキング､日本は何位でしょうか？

2018年の日本の順位は149カ国中

110位でした｡(前年は144カ国中114

位なので少し順位が上がりました)

　各分野における順位は次のとお

りです。

経済分野：117位､教育分野：65位､

健康分野：41位､政治分野：125位

　前年に比べ、経済分野のスコア

が大きく上昇しており、これは労

働参加率の男女比や同一労働にお

ける賃金の男女格差などが改善し

たことが要因です。しかし改善し

たとはいえ、収入面での男女格差

が大きいこと、管理職ポジション

に就いている男女の人数の差が大

きいことが影響しこの順位となっ

ています｡政治分野では女性議員、

女性閣僚の比率が低いこと、女性

首相の在任期間がないことが影響

しています｡教育･健康分野では他

の多くの国も同水準に達している

ため全体的に差が小さい状況です｡

　それでは世界から名寄市に目を

向けてみましょう。

　名寄市では、第２次名寄市男女

共同参画推進計画において､｢あら

ゆる分野における男女共同参画社

会の推進」を基本目標の一つとし

ており､｢政策・方針決定過程への

女性の参画拡大｣｢家庭や地域社会

における男女共同参画の促進｣｢男

女が働きやすい環境づくりの推進｣

を主要施策としています。

　男女共同参画社会の実現のため

には、行政と市民、事業者、関係

機関が連携し、積極的な取り組み

を進めることが必要です。市民の

皆さまには今後とも一層のご理解

とご協力をお願いします。



広報なよろ平成３１年４月号 ２８

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど
に
つ
い
て

　

行
事
に
参
加
さ
れ
な
く
て
も
、

施
設
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。(

電

話
・
メ
ー
ル
も
可
能)

身
体
測
定

　

身
長
・
体
重
を
測
り
カ
ー
ド
に

手
形
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き　

４
月
８
日
(月)
、
９
日 

　

(火)　

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
申
し
込
み　

不
要

ベ
ビ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

０
歳
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
の

方
で｢

こ
い
の
ぼ
り｣

を
作
り
ま
し

ょ
う
。

◆
と　

き　

４
月
18
日
(木)
、
19
日

　

(金)　

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
申
し
込
み　

必
要

◆
申
込
期
限　

４
月
12
日
(金)

キ
ッ
ズ
ク
ラ
フ
ト

　

１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
と
保
護

者
の
方
で｢

こ
い
の
ぼ
り｣

を
作
り

ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き　

４
月
22
日
(月)
、
23
日

　

(火)　

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
申
し
込
み　

必
要

◆
申
込
期
限　

４
月
16
日
(火)

多
世
代
交
流

　

｢

こ
い
の
ぼ
り｣

を
作
り
ま
す
。

市
民
の
方
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

◆
と　

き　

４
月
22
日
(月)　

10
時

　

30
分
～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
申
込
期
限　

４
月
19
日
(金)

こ
い
の
ぼ
り
製
作

　

親
子
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま

す
。

◆
と　

き　

４
月
18
日
(木)　

10
時

　

～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

認
定
こ
ど
も
園
風
連

　

幼
稚
園
（
旧
風
連
さ
く
ら
保
育

　

園) 

◆
申
込
期
限　

４
月
15
日
(月)

春
の
お
は
な
し
会

　

市
立
図
書
館
主
催
の
本
の
読
み

聞
か
せ
で
す
。

◆
と　

き　

５
月
９
日
(木)　

10
時

　

～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

認
定
こ
ど
も
園
風
連

　

幼
稚
園
（
旧
風
連
さ
く
ら
保
育

　

園) 
◆
申
し
込
み　

な
し

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
未
就

学
児
童
が
保
護
者
と
一
緒
に
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど｣

（
西
２
南
９
）

　
　

０
１
６
５
４
②
５
６
８
３　

　　

開
館　

午
前 

９
時
～
12
時

　
　
　
　

午
後 

13
時
30
分
～
16
時

　

休
館　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

風
連
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

こ
ぐ
ま｣(

風
連
町
西
町
284
・

　

 

認
定
こ
ど
も
園
風
連
幼
稚
園
内)

　
　

０
１
６
５
５
③
２
１
３
３

　

開
館　

遊
び
の
広
場 

10
時
～　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

　
　
　
　

相
談 

10
時
～
15
時

　

休
館　

水
・
金
・
土
・
日
・
祝
日
・

　
　
　
　

年
末
年
始

ny-kosodatesoudan
           @city.nayoro.lg.jp

　

名
寄
市
立
大
学
社
会
保
育
学
科
主
催

地
域
公
演

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

と　き　４月13日(土) 開場13時／開演13時30分

ところ　市民文化センターＥＮ-ＲＡＹホール

（ 問い合わせ ）

  名寄市立大学社会保育学科教授　今野道裕
　  01654②4194（内線3316）

地
域
公
演

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

こ ん の　  み ち ひ ろ

入場
無料

定員

25人

参加費

700円
(小学生未満
は100円)

5.12
SUN

日程  9:30　市役所風連庁舎集合
 9:55　市役所名寄庁舎集合
16:00　終了予定　
※終了時間は変更の場合あり。

企画課広報推進係(名寄庁舎３階） 01654③2111(内線3307）

問い合わせ

申し
込み

転勤や移住などで新たに名寄市に転入された市民の皆

さまを対象に市民見学会「公共施設探検ツアー」を開

催します｡市内の公共施設を見学のほか､昼食にご当地

グルメの｢なよろ煮込みジンギスカン｣を食べます。

電話またはインターネットで
申し込みください。※４月26日(金)締め切り



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１９．４２９

　　　
　

　
　
　
　
　
　

新
着
図
書

　

毎
週
土
曜
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
企
画

◆
３
歳
以
上
～
小
学
校
低
学
年
向

　

け
◇
と　

き　

４
月
26
日
(金)　

15
時

　

30
分
～
16
時
15
分

◆
と
こ
ろ　

図
書
館
名
寄
本
館
２

　

階
会
議
室

◆
内　

容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
、

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
工
作

◆
０
歳
～
３
歳
向
け

◇
と　

き　

５
月
２
日
(木)　

10
時

　

30
分
～
11
時

◆
と
こ
ろ　

図
書
館
名
寄
本
館
２

　

階
会
議
室

◆
内　

容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
、

　

手
遊
び

土
曜
読
書
会

◆
と　

き　

４
月
13
日
(土)　

13
時

◆
内　

容　

参
加
者
同
士
が
本
の

　

紹
介
を
し
て
意
見
交
流
す
る
ビ

　

ブ
リ
オ
ト
ー
ク
を
し
ま
す
。

◆
持
ち
物　

お
気
に
入
り
の
本
１

　

冊

※

見
学
の
み
の
参
加
も
可
能
。

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

｢

は
じ
ま
る
よ
。
よ
う
ち
え
ん

　

と
が
っ
こ
う
。｣

　

｢

も
っ
と
知
り
た
い
天
皇
と
皇

　

室｣

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
金
曜
お
は
な
し
ク
ラ
ブ(

金
曜
日)

◇
と　

き　

４
月
５
日
、
12
日
、

　

19
日　

15
時
30
分

◇
対　

象　

３
歳
以
上
～
小
学
生

◆
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ(

木
曜
日)

◇
と　

き　

４
月
４
日
、
18
日　

　

10
時
30
分

◇
対　

象　

３
歳
未
満
児･

保
護
者

４
月
の
休
館
日

　

１
日
(月)
、
８
日
(月)
、
15
日
(月)
、

　

22
日
(月)
、
29
日
(月)
、
30
日
(火)

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

｢

と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
よ｣

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
お
は
な
し
タ
イ
ム(

金
曜
日)

◇
と　

き　

４
月
５
日
、
12
日
、

　

19
日
、
26
日　

13
時

◇
対　

象　

３
歳
以
上
～
小
学
生

◆
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト(

火
曜
日)

◇
と　

き　

４
月
23
日　

11
時
20

　

分
◇
と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー
こ
ぐ
ま

◇
対　

象　

３
歳
未
満
児･

保
護
者

４
月
の
休
館
日

　

７
日
(日)
、
14
日
(日)
、
21
日
(日)
、

　

28
日
(日)
、
29
日
(月)
、
30
日
(火)　

　
　
　
　
　
　
　

９・23日(火)

 　　　　　  

３・17日(水)

10・24日(水)

11・25日(木)

 　12日(金)

　　      　 

15:10～15:25 

15:35～15:50

16:00～16:20

15:10～15:25

15:35～15:50 

16:00～16:20

15:10～15:25

 

15:35～15:55

16:00～16:20

10:35～10:45

10:55～11:10

自動車文庫「やまゆり号」
４月の巡回日程

麻生公園前

ライラック公園前

はなぞの広場前

第１老人クラブ前

ハルニレ公園前

浅江島公園築山前

緑丘第１団地

ｻﾝﾋﾟﾗｰ･ﾏｰｶﾞﾚｯﾄｳﾞｨﾗ
道営住宅前

コデマリ公園前

西10南１自衛隊官舎前

市街地区（野村様宅前）

フロンティアハウス

 

【風連地区】

【名寄地区】

15:35～15:50 

風
連
分
室

お
い
か
わ　
　

ゆ 

き 

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

な
か

図
書
館
風
連
分
室(

風
連
町
西
町
201

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
連
中
央
小
学
校
内)

　
　

０
１
６
５
５
⑦
８
０
０
０

　

開
館　

月
～
金 

９
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

土　
　

 

９
時
30
分
～
16
時

　

休
館　

日･

月
末･

祝･

年
末
年
始

企
画
展(

無
料)

◆
及
川
幸
雄･

中
田
豪
之
助
二
人
展

　

｢

農
民
の
視
点
第
２
回
」

　

下
川
町
で
ト
マ
ト
フ
ァ
ー
ム
を

　

経
営
し
な
が
ら
絵
画
と
写
真
制

　

作
を
続
け
る
２
人
の
展
示
会
で

　

す
。
道
北
の
季
節
や
自
然
を
表

　

現
す
る
絵
画
14
点
、
写
真
８
点

　

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◇
と　

き　

４
月
12
日
(金)
～
21
日

　

(日)
◇
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
ホ
ー
ル(

１
階)

◇
主　

催　

及
川
幸
雄
さ
ん
、
中

　

田
豪
之
助
さ
ん

◆
野
外
植
物
展

　

な
よ
ろ
野
の
花
の
会
会
員
に
よ

　

る
恒
例
の
展
示
会
で
す
。
地
域

　

の
草
花
を
写
真
、
押
し
花
、
リ

　

ー
ス
な
ど
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
と　

き　

４
月
27
日
(土)
～
５
月

　

12
日
(日)

※

初
日
は
午
後
か
ら
、
最
終
日
は

　

午
前
中
の
み
開
催
。

◇
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
ホ
ー
ル(

１
階)

◇
主　

催　

な
よ
ろ
野
の
花
の
会

　

(

上
野
紘
一
会
長
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

｢

博
物
館
で
あ
そ
ぼ
う
！｣(

無
料)

　

木
の
お
も
ち
ゃ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
輪
投
げ
、
空
き
缶
魚
釣
り
、
牛

乳
パ
ッ
ク
ま
ま
ご
と
、
段
ボ
ー
ル

迷
路
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
遊

ん
で
く
だ
さ
い
。
期
間
中
ミ
ニ
動

物
園
の
日
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
と　

き　

４
月
27
日
(土)
～
５
月

　

６
日
(月)

※

期
間
中
休
ま
ず
開
館
。

◇
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ラ
ウ
ン

　

ジ
、
講
堂
、
地
域
情
報
室
な
ど

た　
　

ご 

う 

の 

す 

け

う 

え 

の    

こ
う
い
ち

※

問
い
合
わ
せ
は
北
国
博
物
館
へ



広報なよろ平成３１年４月号 ３０

ピリカ望遠鏡は急きょ、必要な観測が生じ

た場合に、見学・観望ができないことがあ

ります。ご了承ください。詳しくは天文台

までお問い合わせください。

●新月
○上弦
○満月
○下弦

日 日の出 日の入 月の出 月の形 月の入 日

 １日
10日
20日
30日

5:10
4:54
4:37
4:21

17:59
18:10
18:22
18:34

3:36
7:50

19:09
2:36

13:43
23:11
5:22
13:32

 ５日
13日
19日
27日

４月の太陽・月の暦

４
月
の
利
用
案
内

◆
休
館
日　

１
日
(月)
、
８
日
(月)
、

　

15
日
(月)
、
22
日
(月)

◆
観
覧
料　

一
般
４
１
０
円
、
学

　

生
３
０
０
円
、
65
歳
以
上
２

　

０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

◆
天
体
観
望

◇
月
面
が
見
え
る
日　

９
日
(火)
～

　

20
日
(土)

◇
今
月
見
え
る
惑
星　

水
星
（
中

　

旬
か
ら)

、
金
星
、
火
星

※

晴
れ
て
い
る
昼
間
に
見
る
こ
と

　

が
で
き
る
星
も
あ
り
ま
す
。

◆
1.6
メ
ー
ト
ル｢

ピ
リ
カ｣

望
遠
鏡

　

見
学
・
観
望

◇
見
学
の
み　

２
日
(火)
～
30
日
(火)

　

13
時
～
18
時
頃
（
休
館
日
を
除

　

く)

◇
天
気
が
良
け
れ
ば
星
が
見
え
る
日

　

５
日
(金)
～
７
日
(日)
、
12
日
(金)
～

　

14
日
(日)
、
19
日
(金)
～
21
日
(日)
、

　

26
日
(金)
～
30
日
(火)

　

18
時
頃
～
21
時
30
分

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

スピカ

ス
ピ
カ
は
春
の
代
表
的
な
星

座
「
お
と
め
座
」
の
１
等
星

で
、
距
離
は
地
球
か
ら
約
２

５
０
光
年
で
す
。
表
面
温
度

が
約
２
万
度
あ
り
、
と
て
も

青
白
い
輝
き
の
星
で
、
日
本

で
は
「
真
珠
星
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
カ
と
い

う
名
前
は
穀
物
の
穂
先
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
４
月
２
日

　
　
　
　

(

撮
影
者　

中
島 

克
仁)

※

開
館
時
間
が
夏
時
間
に
な
る
た

　

め
、
19
時
か
ら
の
回
が
20
時
に

　

変
更
に
な
り
ま
す
。

※

４
月
末
で｢

オ
デ
ッ
セ
イ 

果
て

　

し
な
く
美
し
い
宇
宙
」
は
投
影

　

を
終
了
し
、
新
番
組
に
切
り
替

　

わ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
天
文

　

台
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
で
告
知

　

し
ま
す
。

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン   

 
           

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展(

無
料)

　

平
成
31
年
度 

年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

の
あ
っ
た
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
と　

き　

４
月
21
日
(日)
ま
で

※

休
館
日
を
除
く

き
た
す
ば
る 

ピ
リ
カ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

観
覧
料
の
み)

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

は
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
で
星
を
見
よ
う
！

◆
と　

き　

４
月
26
日
(金)
～
５
月

　

６
日
(月)　

19
時
30
分
～
21
時
30

　

分
平
成
最
後
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

観
覧
料
の
み)

　

平
成
最
後
の
３
日
間
に
、
平
成

30
年
間
の
天
文
現
象
を
振
り
返
り

ま
す
。

◆
と　

き　

４
月
28
日
(日)
～
30
日

　

(火)　

15
時

◆
定　

員　
　

各
日
50
人(

先
着)

14:00

16:00

18:00

20:00

時 間

ぬすまれた月

土日祝日プログラム平日プログラム

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

ダイナミック アース ダイナミック アース

ダイナミック アースダイナミック アース

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

な
か
じ
ま 　

か
つ
ひ
と

児
童
セ
ン
タ
ー
【
ほ
っ
と
21
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

西
11
北
２)

　
　

・
FAX
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５

　

開
館　

９
時
～
21
時

　
　
　
　

※

放
課
後
児
童
の
利
用
時
間　

　
　
　
　
　

は
13
時
～
17
時

　

休
館　

日
・
祝
日
・
年
末
年
始

入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
会

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
お
友
達
と
仲

良
く
な
ろ
う
！

◆
と　

き　

４
月
20
日
(土)　

13
時

　

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
内
小
学
生

◆
定
員
・
参
加
費　

な
し
・
無
料

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
込
期
間　

４
月
６
日
(土)
～
12

　

日
(金)

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

　

母
の
日
に
心
の
こ
も
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
せ
ん
か
？

◆
と　

き　

５
月
11
日
(土)　

13
時

　

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
内
小
学
生

◆
定
員
・
参
加
費　

20
人
・
無
料

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
込
期
間　

４
月
13
日
(土)
～
19

　

日
(金)

一
輪
車
教
室

　

初
心
者
向
け
の
一
輪
車
教
室
。

◆
と　

き　

５
月
11
日
(土)
、
18
日

　

(土)　

10
時
～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
内
小
学
生

◆
定
員
・
参
加
費　

20
人
・
無
料

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
込
期
間　

４
月
20
日
(土)
～
26

　

日
(金)

申
込
方
法
（
共
通
）

　

な
よ
ろ
っ
こ
４
月
号
に
掲
載
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
へ
提
出
す
る
。
電
話
申
し
込

み
も
可
。

な
よ
ろ
市
立
天
文
台
「
き
た
す
ば
る｣

　

(

日
進
157 

道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー 

　

 

ク
星
見
の
丘
）

　
　

０
１
６
５
４
②
３
９
５
６

　

FAX
０
１
６
５
４
②
０
２
６
７

　
　

kitasubaru@nayoro-star.jp

　

HPhttp://www.nayoro-star.jp

　

開
館　

火
～
日
・
祝
日

　
　
　
　

13
時
～
21
時
30
分

　
　
　
　

(

21
時
ま
で
に
入
館)

　

※

４
月
か
ら
開
館
時
間
が
夏
時
間

　
　

に
変
わ
り
ま
す



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１９．４３１

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

夜間窓口

暮らしのリサイクル
（10：00～16：00）

不用になった家庭用品などを紹介し

ます。お気軽にお電話ください。

※受け渡しは原則として無償で行い

　ます。

　　名寄消費者協会　
　　　01654③5630

問

市長室開放事業を
開催します

　・　 企画課秘書係
　　　 ３階（内線3304）

◆対　象　市民または市民が組
　織する団体やサークルなど
◆開催日時　土日祝を除いた
　４月１日(月)～26日(金)
　９時～17時30分の20～30分
　※市長の公務を優先します。
◆懇談場所　市役所名寄庁舎や
　風連庁舎の市長室など
◆懇談内容　地域活動やまちづ
　くりの話、市政への要望・疑
　問など
　※個人的な要望・相談･苦情･
　　宗教に関する意見、書面に
　　よる要望の提出、または懇
　　談にふさわしくないと判断
　　される場合は、お断りさせ
　　ていただきます。

問申
名

◆と　き　４月25日(木)
　　　　　17:30～19:30

◆ところ
　納税窓口
　　税務課納税係　　２階
　国保窓口
　　市民課国保高齢医療係
　　　　　　　　　　１階

◆ゆずります

①エプッソン･インク･カートリッジ

　　　　　　　　(さくらんぼ70番)

②幼犬･小型犬用サークル(未使用)

③学習机

④産業高校男子制服一式(170cm)

⑤五月人形セット

⑥東中学校女子制服一式

　　　　　･ワイシャツ３枚(155cm)

⑦東中学校女子制服水色リボン(２本)

◆ゆずってください

①1980年代のドラマ・映画が録画

　されているＶＨＳビデオテープ

②エレキギター　③オセロ

④名寄中学校女子制服一式、

　　　　　　　　　　柔道着(160cm)

⑤名寄中学校女子ジャージ上下、

　　　　　　　　　　ハーフパンツ

⑥唐箕＝トーミー＝(農機具)

⑦食器洗浄機　⑧ファンヒーター

⑨空気清浄器　⑩碁盤と碁石

⑪カセットのミュージックテープ

名

名

献
血
に
ご
協
力
を

　
　
　
　

　
　

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
２
１)

献血車『ひまわり号』運行日程

と　　き と こ ろ

５月３日 (金 )
10：00 ～ 12：00

13：10 ～ 16：00

イオン名寄ショッ

ピングセンター

名 問

固
定
資
産(

土
地･

家
屋)

の

縦
覧･
閲
覧
が
で
き
ま
す

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
事
項
は
所

在
、
地
目
、
地
積
、家
屋
床
面
積
、
評

価
額
な
ど
で
す
。

◆
と　

き　

４
月
１
日
(月)
～
５
月

　

31
日
(金)

※

市
役
所
開
庁
時
間
に
限
る
。

◆
と
こ
ろ　

①
市
役
所
名
寄
庁
舎
税
務
課
資
産

　

税
係

②
市
役
所
風
連
庁
舎
地
域
住
民
課

　

総
務
・
税
務
係

◆
対　

象　

市
内
に
免
税
点
以
上

　

の
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人

※

必
ず
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　

(

運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な

　

ど)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
代
理
人
が
閲
覧
す
る
場
合

　

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
０
４)

自
衛
官
等
の
募
集

　

・

　
　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　

名
寄
出
張
所(

西
１
南
９)

　
　
　

０
１
６
５
４
②
３
９
２
１

申

問

応募資格

受付期間

試 験 日

一般幹部候補生
（大卒程度試験）

２０２０年４月１日現在
22歳以上26歳未満

一般幹部候補生
（院卒者試験）

２０２０年４月１日現在
20歳以上28歳未満

※修士課程修了者等(見込含む)

受付中　～　５月１日(水)まで

１次試験２０１９年５月11日(土)・12日(日)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※12日は飛行要因希望者のみ

２次試験２０１９年６月11日(火)～14日(金)のうち指定する日

※１次試験の会場は旭川で、２次試験は１次試験合格者に通知します。

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
に
来
ら
れ
る
外
国
人
の
方
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
方
々
と
交
流
し
ま
せ
ん

か
。 

◆
主
な
活
動
内
容　

カ
ナ
ダ
国
カ

　

ワ
ー
サ
レ
イ
ク
ス
市
リ
ン
ゼ
イ
、

　

ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ
リ
ン
州
ド
ー

　

リ
ン
ス
ク
市
、
台
湾
な
ど
の
国

　

際
交
流
事
業
に
お
け
る
通
訳
。

◆
参
加
方
法　

｢

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア｣

登
録
者
に
は
、参
加
し
て
も

　

ら
い
た
い
国
際
交
流
事
業
な
ど

　

を
随
時
連
絡
し
ま
す
。

◆
対
象　

外
国
の
方
と
会
話
に
よ

　

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

　

れ
る
市
民

※

国
籍
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

・

　
　

交
流
推
進
課
交
流
推
進
係

　
　

１
階(

内
線
２
３
６
２)

申

問

名 問

風

林
地
台
帳
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

森
林
法
一
部
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
林
地
台
帳
制
度
の
運
用
を

４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
整
備
し
た
林
地
台

帳
は
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
窓
口
で
閲
覧
等
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
森
林
所
有
者
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、情
報
の
修
正･

更
新

を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
所
有
者

情
報
の
精
度
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
が

森
林
の
所
有
者
に
関
す
る
情
報
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
入
手
し
、
効
率

的
な
森
林
整
備
が
可
能
と
な
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
の

問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
直
接
窓
口

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

耕
地
林
務
課
林
務
係

　
　

１
階(

内
線
２
３
１
７)

問風



広報なよろ平成３１年４月号 ３２

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

乗務員募集
女性
男性

お気軽にご相談

ください。

広 告

手
当
額
の
改
定

　

４
月
か
ら
次
の
手
当
額
が
、
物

価
変
動
を
踏
ま
え
、
１
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
制
限
な
ど
の
支
給
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
に
関
す
る
手
当
に
つ
い
て

　
　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
４
１･

　
　
　
　

 

３
２
４
５)

障
が
い
に
関
す
る
手
当
に
つ
い
て

　
　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
２
７)

名 問名 問

手当本体
児童扶養

手　　当
第２子加算

第３子以降加算

4万2,500円～1万30円 4万2,910円～1万120円

1万40円～5,020円 1万140円～5,070円

6,020円～3,010円 6,080円～3,040円

１級特別児童

扶養手当

5万1,700円 5万2,200円

２級 3万4,430円

1万4,650円

1万4,650円

2万6,940円

3万4,770円

障害児福祉手当 1万4,790円

特別障害者手当 2万7,200円

経過的福祉手当 1万4,790円

手当の名称
従来の手当額

(2019年３月まで)
改定後手当額

(2019年４月から)

障
が
い
に
関

す
る
手
当

児
童
扶
養
に
関
す
る

手
当

風
連
ダ
ム
・
御
料
ダ
ム
警
報

サ
イ
レ
ン
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

例
年
、
４
月
末
か
ら
５
月
か
け

て
融
雪
水
に
よ
り
河
川
や
ダ
ム
の

水
位
が
上
昇
し
ま
す
。

　

ダ
ム
の
管
理
上
「
下
流
の
水
位

が
急
激
に
上
昇
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
」
に
は
、
警
報
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
、
警
報
車

に
よ
る
周
知
を
行
い
ま
す
の
で
、

河
川
に
近
よ
ら
ず
、
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
十
分
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
注
意
が
必
要
な
時
期

①
４
月
末
か
ら
５
月
の
融
雪
時
期

②
長
雨
や
集
中
豪
雨
等
で
、
ダ
ム

　

貯
水
量
が
急
激
に
増
え
た
と
き

◆
サ
イ
レ
ン
設
置
場
所

①
風
連
町
日
進
14
線

②
風
連
町
日
進
10
線
南
４
番
線

③
風
連
町
日
進
７
線

④
風
連
町
日
進
４
線

⑤
風
連
町
日
進
１
線

　

道
道
下
川
風
連
線

⑥
風
連
町
旭
30
線
東
10
号

⑦
風
連
町
瑞
生
21
線
東
１
号

⑧
風
連
消
防
署

※

③
⑥
⑦
⑧
は
消
防
サ
イ
レ
ン

※

サ
イ
レ
ン
は
55
秒
間
鳴
り
、
５

　

秒
休
み
が
９
回
続
き
ま
す
。

　
　

耕
地
林
務
課
管
理
係

　
　

１
階(

内
線
２
３
２
２･

　
　
　
　

 

２
３
２
３)

風 問

　

市
は
「
名
寄
市
ず
っ
と
住
ま
い

る
応
援
事
業
」
を
実
施
し
、
４
月

か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。

◆
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

　

い
方

①
名
寄
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
改

　

修
等
を
行
う
住
宅
を
所
有
す
る

　

方
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

※

配
偶
者
の
場
合
、住
宅
所
有
者
が

　

市
外
に
住
所
を
有
す
る
と
き
の
み

②
市
内
の
住
宅
を
購
入
し
、
改
修

　

し
た
後
に
転
居
し
、
名
寄
市
に

　

転
入
す
る
方

※

平
成
28
～
30
年
度
に
実
施
し
た

　

｢

住
宅
改
修
等
推
進
事
業｣

を
受

　

け
ら
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

※

共
同
住
宅
、
賃
貸
住
宅
、
法
人

　

や
会
社
、
宗
教
団
体
が
所
有
す

　

る
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

◆
対
象
工
事　

登
録
さ
れ
て
い
る

　

市
内
事
業
者
が
、
交
付
決
定
後

　

に
着
工
し
、
２
０
１
９
年
度
内

　

に
工
事
と
そ
の
工
事
費
用
の
支

　

払
い
が
完
了
す
る
次
の
工
事
。

①
住
宅
の
増
築
、
改
築
工
事

②
住
宅
の
耐
久
性
を
高
め
る
工
事

③
住
宅
の
安
全
上
、
防
災
上
必
要

　

な
工
事

④
住
宅
の
居
住
性
を
良
好
に
す
る

　

た
め
の
工
事
、
衛
生
上
必
要
な

　

工
事

⑤
建
築
設
備
工
事

⑥
雪
対
策
工
事(

融
雪
槽･

融
雪
機
、

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
落
雪
防

　

止
柵
の
設
置
工
事
お
よ
び
木･

塀

　

の
撤
去
に
よ
る
間
口
確
保
工
事)

※

新
築
工
事
、
外
構
工
事
、
家
電

　

製
品
・
家
具
な
ど
の
購
入
、
設

　

計
費
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

◆
補
助
金
額

◆
補
助
金
の
加
算　

次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助

　

金
額
に
５
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

①
申
請
者
が
移
住
者
の
場
合

②
１
年
以
上
空
き
家
だ
っ
た
家
屋

　

を
改
修
す
る
場
合

◆
提
出
書
類

◇
申
請
時　

交
付
申
請
書
、
住
民

　

票
、
納
税
証
明
書
、
家
屋
証
明

　

書
ま
た
は
登
記
簿
謄
本
、
工
事

　

見
積
書
、
施
工
前
の
写
真
な
ど

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・

　
　

営
業
戦
略
課

　
　

３
階(

内
線
３
３
４
３)

50万円以上

　100万円未満
10万円

100万円以上 20万円

改修工事経費
（消費税および対　 
　象外経費を除く）

補助
金額

名
寄
市
ず
っ
と
住
ま
い
る
応
援
事
業
の
お
知
ら
せ

申

問
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問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

山
火
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

は
林
野
火
災
危
険
期
間
で
す
。

　

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
、
ご

み
焼
き
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
、

た
き
火
な
ど
の
火
気
の
取
り
扱
い

不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
人
為
的

な
過
失
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占

め
ま
す
。

　

火
災
原
因
に
よ
っ
て
は
、
賠
償

責
任
が
発
生
し
ま
す
。
危
険
期
間

は
も
と
よ
り
、
期
間
外
に
お
い
て

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
野
焼
き
を
行
う
と
き
の
注
意
点

①
風
の
強
い
日
は
避
け
る

※

風
が
吹
い
て
な
く
て
も
突
然
吹

　

き
始
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
一
度
に
広
い
範
囲
で
行
わ
ず
、

　

刈
っ
た
草
な
ど
を
少
し
ず
つ
ま

　

と
め
区
画
ご
と
に
行
う

③
複
数
人
で
行
い
、
監
視
す
る
人

　

や
消
火
す
る
人
な
ど
の
役
割
分

　

担
を
決
め
る

④
火
の
そ
ば
を
離
れ
ず
、
必
ず
消

　

火
準
備
が
整
っ
て
か
ら
行
う

⑤
山
林
へ
の
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ

　

る
場
所
で
は
行
わ
な
い

　
　

耕
地
林
務
課
林
務
係

　
　

１
階(

内
線
２
３
１
７
）

　
　

上
川
北
部
森
林
管
理
署

　
　
　

０
１
６
５
５
④
２
５
５
１

　
　

上
川
総
合
振
興
局
北
部
森
林
室

　
　
　

０
１
６
５
６
②
１
７
２
６

ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

登
山
や
山
菜
取
り
で
山
林
に
入

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
っ
た
と
き
は
、

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
て

く
だ
さ
い
。

①
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を

　

確
認
す
る

②
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
人
で

　

行
動
す
る

③
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
も

　

の
を
鳴
ら
す

④
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け

　

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
す

　
　

耕
地
林
務
課
林
務
係

　
　

１
階(

内
線
２
３
１
７)

健
康
づ
く
り
体
操
教
室

◆
と　

き　

４
月
４
日
(木)
、
11
日

　

(木)
、
18
日
(木)
、
25
日
(木)　

９
時

　

30
分
～
11
時
15
分

◆
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル(

西
１
南
12)

◆
対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

◆
内　

容　

ラ
ジ
オ
体
操
、
フ
ォ

　

ー
ク
ダ
ン
ス
、
民
謡
踊
り
、
自

　

き
ょ
う
術

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受
け

　

付
け
ま
す
。

　
　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
３
１)

国
税
専
門
官
募
集

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税

専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
方
で
大
学
を
卒
業
す
る
見

　

込
み
な
ど
別
に
定
め
る
方

◆
申
込
方
法

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

http://www.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.html

◆
第
１
次
試
験(

基
礎
能
力
試
験
、

　

専
門
試
験)

　

６
月
９
日
(日)

◆
第
２
次
試
験(

人
物
試
験
、身
体

　

検
査)

　

７
月
11
日
(木)
～
７
月
19
日
(金)
の

　

う
ち
指
定
す
る
日

※

第
１
次
試
験
合
格
者
の
み

◆
申
込
期
間

　

３
月
29
日
(金)
９
時
～
４
月
10
日
(水)

※

そ
の
他
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　
　

札
幌
国
税
局

　
　

人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　
　

０
１
１(

２
３
１)

５
０
１
１

◆
違
反
建
築
物
等
の
防
止

　

建
築
物
等
を
新
築
や
増
築
な
ど

　

す
る
場
合
は
、
工
事
の
着
手
前

　

に
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出
し

　

て
、
建
築
主
事
の
審
査
を
受
け

　

な
け
れ
ば
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
の
作
成
は
工
務
店
や
販

　

売
店
な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
建
築
物

①
床
面
積
が
10
平
方
メ
ー
ト
ル
を

　

超
え
る
市
販
の
物
置
、
車
庫
、
カ

　

ー
ポ
ー
ト
な
ど
す
べ
て
の
建
築

　

物

※

た
だ
し
、
準
防
火
地
域
内
は
床

　

面
積
に
関
わ
ら
ず
申
請
書
の
提

　

出
が
必
要
で
す
。

②
高
さ
が
４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

　

屋
外
広
告
物
な
ど
の
工
作
物

※

車
庫
や
物
置
（
既
製
ス
チ
ー
ル

　

製
品
等
）
な
ど
の
設
置
に
確
認

　

申
請
の
手
続
き
が
不
要
と
称
し

　

て
販
売
す
る
悪
質
な
業
者
も
い

　

ま
す
。
こ
れ
は
、
無
届
け
に
よ

　

る
建
築
行
為
で
処
罰
の
対
象
に

　

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
注
意

　

く
だ
さ
い
。

◆
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
け
出

　

延
べ
床
面
積
が
80
平
方
メ
ー
ト

　

ル
を
超
え
る
建
築
物
等
を
解
体

　

す
る
場
合
、
事
前
（
工
事
着
手

　

日
の
７
日
前
ま
で
）
の
届
出
が

　

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

　

た
、
分
別
解
体
や
解
体
材
の
再

　

資
源
化
な
ど
も
義
務
づ
け
ら
れ

　

て
い
ま
す
。
無
届
け
の
解
体
や

　

ミ
ン
チ
解
体
は
処
罰
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

届
出
先
・

　
　

建
築
課
指
導
係

　
　

２
階(

内
線
２
２
２
６)

広 告

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
解
体
に
は
届
け
出
を

風 問

風 問名 問

問

問

風



広報なよろ平成３１年４月号 ３４

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

通
称｢

ぽ
っ
け｣

に
つ
い
て

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー(

通
称

｢

ぽ
っ
け｣

）
は
、
障
が
い
に
関
す

る
総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。専
門
職
員
が
、

身
体
障
が
い(

視
覚
障
が
い
、聴
覚

障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障

が
い
な
ど)

、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
高
次
脳

機
能
障
が
い
、
難
病
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
障
が
い
に
つ
い
て
、
仕
事

面
や
生
活
面
な
ど
の
各
種
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
幅
広
く
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

・

　
　

社
会
福
祉
課

　
　

障
が
い
相
談
支
援
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
１
８)

①消費生活相談　
　と　き　月～金曜日 9:15～16:00
②市民相談　
　と　き　月～金曜日 9:15～16:00
③無料法律相談　
　と　き　４月７日(日)11:00～
　　　　　５月12日(日)11:00～
　※事前予約が必要です。
④行政相談　
　と　き　月～金曜日 9:15～16:00
⑤結婚相談
　と　き　第１金曜日17:30～19:00
　　　　　その他の金曜日13:00～15:00
　ところ　名寄市消費生活センター
　　　　　(駅前交流プラザ｢よろーな｣) 
①　　　　　01654②3575
②～⑤  　　01654③2111(内線3616)
　
◆年金事務相談
　と　き　４月９日(火)10:30～16:00
　ところ　名寄商工会議所
　　　　　(駅前交流プラザ｢よろーな｣)
　※完全予約制(　0166-72-5004)
◆人権相談　
　と　き　月～金曜日 8:30～16:30
　ところ　旭川地方法務局名寄支局
　　　　　　01654②2349
◆生活相談支援センター　
　と　き　月～金曜日 9:00～17:00
　ところ　社会福祉協議会
　　　　　(総合福祉センター内)
　　　　　　01654③9862
◆心配ごと相談
　と　き　月～金曜日10:00～17:00
　ところ　西條名寄店１階ここほっと
　　　　　　01654②3968
◆障がい者差別についての相談
　と　き　月～金曜日 8:45～17:30
　ところ　名寄庁舎２階
　　　　　社会福祉課障がい相談支援係
　　　　　　01654③2111(内線3218)
◆公証相談
　と　き　日～土曜日 9:00～17:00
　ところ　名寄公証役場(西１南９)
　※完全予約制(　01654③3131)
◆教育相談ハートダイヤル
　と　き　月～金曜日 9:00～17:00
　ところ　児童センター
　　　　　　01654③1000
　　　　　　0120-874-746(フリーダイヤル)

無料相談窓口

町内会に入りましょう

　・　 町内会連合会事務局
　　　（企画課企画調整係）
　　　 ３階（内線3311）

問

名

申

申

問

名

町内会では、暮らしやすい環
境づくりのために、公園や道
路の草刈り・清掃、防犯灯や
街路灯の管理などを行ってい
ます。また、子どもをはじめ
とする地域住民の見守りなど
さまざまな活動も行われてお
り、多くの皆さまの参加によ
って豊かな地域づくりが進め
られます。
◆加入するには
お住まいの地域の町内会長、
または町内会連合会事務局へ
ご連絡ください。

町内会では、暮らしやすい環
境づくりのために、公園や道
路の草刈り・清掃、防犯灯や
街路灯の管理などを行ってい
ます。また、子どもをはじめ
とする地域住民の見守りなど
さまざまな活動も行われてお
り、多くの皆さまの参加によ
って豊かな地域づくりが進め
られます。
◆加入するには
お住まいの地域の町内会長、
または町内会連合会事務局へ
ご連絡ください。

パブリック・コメント実施結果
名寄市生きるを支える自殺対策計画（素案）

　意見等の募集期間　　　　１月28日(月)～２月27日(水）

　意見等の提出者数・件数　提出者数：０人／提出件数：０件(０項目)

　実施の結果　　　　　　　修正なし

　問い合わせ　　　　　　　名寄市健康福祉部保健センター　 01654②1486

※意見等の詳細はパブリックコメント各閲覧場所または市ホームページ(トップページ＞お役立ち＞

　パブリック･コメント＞平成30年度名寄市パブリック･コメント実施結果一覧)をご覧ください。
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庁
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１
６
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５
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２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

　 市立総合病院

　 スポーツセンター

　 図書館名寄本館

　 市民文化センター（※１）

　 北国博物館

　 なよろ市立天文台「きたすばる」

　 児童センター

　 総合福祉センター（※１）

　 風連Ｂ＆Ｇ海洋センター･風連農村環境改善センター

　 ふうれん地域交流センター（※２）

　 図書館風連分室

 　風連児童会館

　 農業振興センター

天皇陛下即位に伴う祝日等による休業

2019年４月 2019年５月

26日
金

27日
土

28日
日

29日
月

30日
火

１日
水

２日
木

３日
金

４日
土

５日
日

６日
月

７日
火

８日
水

名寄地区

風連地区

ごみの収集

(※３)

炭化センター

リサイクルセンター

風連リサイクルプラザ

名寄地区広域最終処分場

風連一般廃棄物最終処分場

し尿の収集業務（※４）

ごみの受け

入れ業務

※３　連休中での粗大ごみの申し込みは受け付けしていません。

※４　し尿の収集受け付け業務…連休前に収集を希望する場合は、４月25日(木)までに申し込みください。

　　　　・　　名寄市環境保全事業協同組合　 01654②4300

名寄庁舎・風連庁舎・智恵文支所・保健センター・ひまわりらんど・風連国保診療所・ふうれん健康センター・風連陶芸セ
ンターについては、４月27日(土)から５月６日(月)までの間休業します。
駅前交流プラザ｢よろーな｣、道の駅｢もち米の里☆なよろ｣は全日営業しています。
※１　４月26日(金)は貸館を行いませんが、入館できます。
※２　使用するには事前の申し込みが必要です。４月29日(月)～５月６日(月)は受け付けしていませんのでご注意ください。

通常 その他 休業施設

ごみ・し尿の収集など
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４月市民カレンダー April

名寄市の人口
平成31年２月末日現在 

Ａｉｒてっしで

市からのお知らせを放送中 

市からのお知らせやイベント

情報などを紹介しています。

◆放送

　毎週月～金曜日　① 8:10

　　　　　　　　　②12:30

　　　　　　　　　③17:10

※災害時には防災・緊急情報

　をお知らせします。

◆人口
　全体　27,542人(-27)
　男    13,442人(-14) 
　女 　 14,100人(-13)
　外国人住民登録者 67人(1)
　出生　　　17人(-1)
　死亡　　　32人(0)
◆世帯数
　全体　14,250世帯(-10）
※( )は前月末比

文 …市民文化センター　ス …スポーツセンター  北 …北国博物館　児 …児童センター よ …駅前交流プラザ｢よろーな｣天 …天文台

シ …ピヤシリシャンツェ福 …総合福祉センター 健 …なよろ健康の森ピ …ピヤシリスキー場 ふ …ふうれん地域交流センター

名寄市役所
開庁時間 [平日]8:45～17:30　　01654③2111(交換)　
　 http://www.city.nayoro.lg.jp
　 nayoro＠city.nayoro.lg.jp

◆名寄庁舎／〒096-8686 北海道名寄市大通南１丁目１番地
　　　　　　　 01654②5644
◆風連庁舎／〒098-0507 北海道名寄市風連町西町196番地１
　　　　　　　 01655③2510　FAX

FAX

ＨＰ

◆発行／名寄市　◆編集／総務部企画課広報推進係
◆印刷／吉川印刷株式会社

平成31年４月１日発行 第157号
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広報５月号
配布予定日

児

児

★本の読み聞かせと工作
　13:30

★教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

児

★教育相談センター
　夜間相談日
　17:45～20:45

風連陶芸センター陶芸教室
◆と　き　4/11(木)、25(木)
　① 9:00～12:00

　②13:00～16:00 

　③18:00～21:00　※各15人まで

◆費　用　粘土代１㎏200円

◆持ち物　エプロンなど

◆申し込み・問い合わせ　

　風連陶芸センター　 01655③2743

要予約

小学生 １７時

中学生 １９時

高校生 ２１時

児童生徒補導協議会
(小中高等学校)

児童生徒の
帰宅時刻

6
★本の読み聞かせ　
　13:30

５月の予定

★５/３
　憲法記念ハーフ
　マラソン
★５/12
　公共施設探検ツ
　アー

児

★夜間窓口
　17:30～19:30

　市役所名寄庁舎

　[納税窓口]２階[国保窓口]１階

30

★自閉症のパネル展
　(７日まで) よ

5

よ

★無料法律相談
　11:00

★運転免許更新時講習会
　違反14:00

　一般17:30
　 優良19:00

昭和の日

★運転免許更新時講習会
　優良13:00

　一般14:00

★土曜読書会
　13:00(図書館名寄本館)

文

★と　き

　４月25日(木)
　13:30～15:30
★ところ 雪あかり館

※日時および場所は 
　変更になる場合が
　あります。詳しく
　は地域包括支援セ
　ンター(　③2111)
　へ。

★世界自閉症啓発デー
　ＪＲ名寄駅前｢広告
　塔｣ライトアップ
　18:00～19:00

1 2 3 4

★本の読み聞かせ　
　13:30 児

★入学・進級おめで
　とう会　
　13:30 児

★こどもの読書週間
　企画（３歳～小学
　校低学年向け)　
　15:30(図書館名寄本館)

★もち米サポーター
　養成塾　
　9:00～11:00

★地域公演｢ヘンゼ
　ルとグレーテル｣
　13:30

★及川幸雄･中田豪之展
　二人展
　(21日まで) 北

★野外植物展
　(５月12日まで) 北

★博物館であそぼう！
　(５月６日まで) 北

★きたすばるピリカ
　ウィーク！
　(５月６日まで) 天

★平成最後のプラネ
　タリウム
　15:00(30日まで) 天

★年間パスポートデ
　ザインコンテスト
　作品展
　(21日まで) 天

★市内小中学校始業式

★市内小中学校入学式★市立大学入学式　
　10:00

国民の休日

文

文

認知症カフェ
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